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ニカルインフォメーション

このマークの付いた作業は、車体の
反対側からも行う必要があります。

指示がない限り、パーツの取り付けは
外し作業の逆の手順で行なってくだ
。

及び「左」という用語は車体にライ
が通常の位置で乗っていることを前
したものです。

- 注意 - 一般的注意事項

ジンを起動させる前に本マニュアル
く読み、特に「安全運転」の章をよく
でください。

ダーおよび第三者の安全は、ライダー
応の素早さや機敏さだけでなく、車両
いての理解、車両の整備状態、また安
転のための基本的知識などにより確
れます。 路上を安全、かつ適確に操作
がら走行するために、車両に慣れるよ
してください。

事項 同種類の予備電球を常に車
備え付けておいてください。
ニカルデータ参照 )
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安全に関するお知らせ

本マニュアル中に使用されているメッ
セージ表示は、以下ことを意味します：

安全に関する警告のマークです。 こ
のマークが車体もしくはマニュアル

に記載されている場合には、傷害の危険が
ありますので注意してください。 このマー
クのあとに記されている事項を遵守しな
いと、本人、第三者および車両の危険を招
く恐れがあります。 

重大な傷害もしくは死亡の危険性がある
ことを表します。

軽度の傷害もしくは車体への損傷の危険
性があることを表します。

重要事項 本マニュアル中の「重要」と
いう用語は、大切なインフォメーションや
使用上の注意のはじめに記されています。
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明文中に出てくるシンボルは以下の意
を示します：

オプション

各国向け仕様：

イタリア シンガポール

イギリス スロベニア

オーストリア イスラエル

ポルトガル 韓国

フィンランド マレーシア

ベルギー チリ

ドイツ クロアチア

フランス オーストラリア

スペイン アメリカ

ギリシャ ブラジル

オランダ 南アフリカ共
和国

スイス ニュージーランド

デンマーク カナダ

日本
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重要事項 このマニュアルは車体構成
の一部分とみなされ、中古販売の際にも必
要です。

aprilia は情報の正確さ、最新情報に関し
て最大限の注意を払い、このマニュアルを
作成しました。 しかしながら、デザインや
モデル改良が常に行われるため、購入され
た車両との多少の違いが有る場合があり
ます。 aprilia 社オフィシャルディーラー
本マニュアルに記載されている情報に関
する詳細や疑問は最寄の  にお問い合わせ
ください。

このマニュアルでは詳しく記述していない
点検や修理、 aprilia 純正部品、アクセサ
リーパーツ、その他の製品の購入に関して
はもちろん、技術的アドバイスについても
aprilia正規ディーラーにご相談ください。 

aprilia 社の製品をお選びいただき、まこ
とにありがとうございます。
当社車両でお客様が快適なライディング
ができるよう心がけております。

このマニュアルの電子記憶、複製、流用に
対しては、全面的・部分的に関わらず、ま
たその媒体、国籍を問わず、当社が権利を
保有しています。

重要事項 使用する国によっては公害
防止、防音規制のために定期検査を行う必
要があります。

定期検査が行われる国で車両をお使いの
方は：

- aprilia 社オフィシャルディーラーその
国の規制に適応した部品と交換するた
めに、アプリリアオフィシャルディー
ラーまでお問い合わせください。

- 定められた定期検査を行ってください。

重要事項 車両購入後、「スペアパーツ
認識ラベル」に記載された車体識別データ
を下表に記入してください。 ラベルはシー
ト台の左側に貼られています。シートを取
り外してラベルを読んでください。27 ぺー
ジ ( シートロックの掛け方・外し方 ) 参照。

識別データは次のとおりです：

- YEAR = 製造年 (Y, 1, 2, ...)
- I.M. = 修正コード (A, B, C, ...)
- COUNTRY　CODES = 認定を受けてい
る国 (I, UK, A, ...)

aprilia 社オフィシャルディーラースペア
パーツやアクセサリーをご購入の際は、上
記データを にお知らせください。

説
味
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する時は常にハンドルから手を離さ
両足をステップに乗せ、正しい姿勢で
してください。
中は絶対にシートから腰を上げたり、
伸ばしたりしないでください。
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基本安全ルール

乗物を運転するためには、法律によって定
められた必要条件全てを所持することが
必要です ( 運転免許証、年齢、精神的・身
体的能力、保険証、車両登録証、納税証明、
ナンバープレートその他 )。

まずは交通量の少ないところ、または私有
地を利用し、車両になれるようにしましょ
う。

医薬品、アルコール、麻薬、精神安定剤な
どの服用は交通事故を起こす原因となり
ます。

自分が精神的、体力的に運転できる状態
か、睡眠を十分に取ったかなどを自分で確
認するようにしましょう。

路上事故の多くは運転手の経験不足が原
因です。
車両を絶対初心者に貸さないでください。
貸す場合は運転するための必要書類を全
て所持している事を確かめてください。

国や自治体が定めた道路交通法、交通標識
を守り運転してください。

急激なハンドル操作や、ライダー自身、お
よび第三者に危険となるようなハンドル
操作 ( 例：後輪で立つ、制限速度を守らな
い等 ) は避けてください。 また、道路のコ
ンディションや視界状況を常に点検し、考
慮しながら運転してください。

障害物を避けて走行してください。車両損
傷の原因となったり、コントロールを失っ
たりする原因となります。

空気抵抗を減らす目的で先行車のすぐ後
ろを走行するようなことはやめてくださ
い。

運転
ず、
運転
運転
足を
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車体の改造、オリジナルパーツの取り外し
は違法な上、車体の安全性を減少させま
す。

車両装備は国や自治体が定めた法律、規則
に従うことを推奨します。

車両本来の仕様を変更したり、性能を向上
させる目的での改造は絶対にしないでく
ださい。

他の車両との競争は決してしないでくだ
さい。

ONLY ORIGINALS
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運転中に周囲の人や事物に気を取られた
り、他の行為 ( 喫煙、飲食、読書など ) を
することはやめてください。

指定油脂類表で定められた燃料、潤滑油の
みを使用し、
定期的に燃料、オイル、冷却液のレベル
チェックを行ってください。

事故に巻き込まれたり、衝突、車両転倒し
た場合は、コントロールレバー、パイプ、
ワイヤー、ブレーキシステムやねじなどの
パーツが損害を受けていないか確認して
ください。

必要な場合は、aprilia 社オフィシャル
ディーラーに点検を依頼してください。個
人では十分に点検できないフレーム、ハン
ドル、サスペンション、保全部品には特に
注意を払ってください。

テクニカルサービスにおける調整、修理作
業を万全に行なうために、どのような不具
合も漏らさずお知らせください。

車両に損傷があり、安全走行が保証できな
い場合は絶対に車両を運転しないでくだ
さい。

ナンバープレート、ターンインジケー
ター、ライト、警告ホーンなどの位置、角
度または色を変えたりしないでください。

車体の改ざんは保証契約を無効にします。



属品

両所有者は付属品の使用と設置、選択な
のすべてに責任を持ってください。 
属品取り付けの際には、ホーンやライト
どを覆ったり、機能を損なわせたり、サ
ペンション • ストローク、操縦角度、車高
どの制限を守らなかったり、コントロー
を失ったり、コーナリング時の接地が低
なりすぎたりしないよう注意してくだ
い。
転操作の邪魔になるようなアクセサ
ーの使用は避けてください。緊急操作の
の反応時間を遅らせ、事故の原因になり
す。
きすぎるフェアリング、ウインドシール
などの設置は高速走行時に空気抵抗が
し、車体の安定性が減少します。
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服装

出発前には必ずヘルメットをしっかりと
着用してください。 なお、ヘルメットは保
安基準認定品で、損傷などがなく、形やサ
イズが適したものであり、視界がよい事を
確認してください。

服装は身体を保護する服を着用してくだ
さい。 転倒した場合でも他のドライバーか
ら見えやすいように、なるべく明るい色、
または反射素材の物がよく、体を十分に保
護するものを選んでください。

服装は身体にぴったりするもので、手首、
足首の部分が締まる形のものをお薦めし
ます。紐、ベルト、ネクタイなどが緩んで
走行中に可動部分に巻き込まれ、運転に支
障を及ぼすことのないよう注意してくだ
さい。

転倒した時に危険となるようなものをポ
ケットにいれないでください。
例：鍵、ペン、ガラス瓶など、角の尖った
もの ( 同乗者についても同様です。)

付
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車体にしっかりと固定できない積荷は運
ばないでください。 

後部の荷物ラックから大きくはみ出たり、
またライト類、ホーンなどを覆うような積
荷は運ばないでください。

荷物ラックや小物入れに子供や動物を載
せて運ばないでください。

各荷物ラックの許容重量を超えないよう
にしてください。 

過荷重になった車両は安定を失い、操縦性
も悪くなります。
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危険を避けるため、付属品がしっかり設置
されていることを常に確かめてください。 
電流容量を超えるような電装パーツの追
加、電気系統の改造はしないでください。
電気的負荷が過重になり、車両が突然停止
したり、ライト類や警告ホーンの動作に必
要な電流が不足する危険な事態を招きま
す。 
aprilia はオリジナル付属品の使用を推奨
します。(aprilia オリジナルアクセサリー )

荷物

荷物は大きさと重量に注意して適切に搭
載してください。 積荷は車両の重心に近
く、また左右の重量配分が等しくなるよう
にします。 そして積荷が車体にしっかりと
固定されていることを確認します。長距離
ツーリングの際は特に注意してください。

大きいもの、重いもの、危険なものをハン
ドル、マッドガード、フロントフォークな
どに吊り下げないでください。カーブでの
反応が鈍くなる他、操縦性が損なわれま
す。

車体の両脇に重い荷物やヘルメットを掛
けないで下さい。歩行者や障害物にあたっ
て、車体のバランスを失う危険がありま
す。
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品の配置

称

ドランプ
ニッションスイッチ /ス
リングロック
アビューミラー
タンクキャップ
タンク

6) バッテリー
7) エンジンコントロールユ

ニット
8) ヒューズケース
9) 乗客用グラブハンドル
10) 小物入れ
11) リアスイングアーム

ット
ショ

スト

17) ドライブチェーン
18) エンジンオイルタンク
19) ツールキット
20) アイドリング調整スク

リュー
21) オイルドレンプラグ
22) アンダーシートトランク

Pegaso650IE-J.book  Page 10  Thursday, September 28, 2006  5:06 PM
10 取

主要部

各部名

1) ヘッ
2) イグ

テア
3) 左リ
4) 燃料
5) 燃料
5 84

14 13 12 11

619

20

12) 左側パッセンジャーフ
レスト ( 開／閉、2 ポジ
ン )

13) サイドスタンド
14) 左側ライダーフットレ
15) ギアシフトレバー
16) シートロック
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名称

テールランプ
乗客用グラブハンドル
シート
リアブレーキオイルタンク
エアフィルター
リアショックアブソーバー

7) エンジンオイル・キャップ
量ステイック

8) フロントブレーキオイル
ンク

9) 右リアビューミラー
10) 警告ホーン

ルター

レスト

フット
ジショ

16) 冷却液エキスパンションタ
ンク・キャップ

17) 冷却液エキスパンションタ
ンク

18) CO センサーキャップ

1

3 5

17

16

10

64

15 14

2 8

1
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1)
2)
3)
4)
5)
6)
取り扱

計

タ

11) エンジンオイルフィ
12) リアブレーキレバー
13) 右側ライダーフット
14) リアブレーキポンプ
15) 右側パッセンジャー

レスト ( 開／閉、2 ポ
ン )

9

7

123 11 18
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称

ドランプ
ニッションスイッチ /ス
リングロック
アビューミラー
タンクキャップ
タンク

6) バッテリー
7) エンジンコントロールユ

ニット
8) ヒューズケース
9) 乗客用グラブハンドル
10) 小物入れ
11) リアスイングアーム

ット
ショ

スト

17) ドライブチェーン
18) エンジンオイルタンク
19) ツールキット
20) アイドリング調整スク

リュー
21) オイルドレンプラグ
22) アンダーシートトランク

1

2 3 10 16 9

7

18

15 17

22

21

TRAIL
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各部名

1) ヘッ
2) イグ

テア
3) 左リ
4) 燃料
5) 燃料
12) 左側パッセンジャーフ
レスト ( 開／閉、2 ポジ
ン )

13) サイドスタンド
14) 左側ライダーフットレ
15) ギアシフトレバー
16) シートロック

5 84

14 13 12 11

619

20
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名称

テールランプ
乗客用グラブハンドル
シート
リアブレーキオイルタンク
エアフィルター
リアショックアブソーバー

7) エンジンオイル・キャップ
量ステイック

8) フロントブレーキオイル
ンク

9) 右リアビューミラー
10) 警告ホーン

ルター

レスト

フット
ジショ

16) 冷却液エキスパンションタ
ンク・キャップ

17) 冷却液エキスパンションタ
ンク

18) CO センサーキャップ

1

3 5

17

16

10

64

15 14

2 8

1
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各部

1)
2)
3)
4)
5)
6)
取り扱

計

タ

11) エンジンオイルフィ
12) リアブレーキレバー
13) 右側ライダーフット
14) リアブレーキポンプ
15) 右側パッセンジャー

レスト ( 開／閉、2 ポ
ン )

9

7

123 11 18
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6

7

12

1 4 5

11 10 9

2

3

置とメーター類の配置

称

ッチコントロールレバー
ストルメントパネル
ニッション／ステアリングロックスイッチ ( - - )
ントブレーキレバー
ットルグリップ
表示ボタン ( )
ーター／エンジンストップスイッチ ( - - )

- )
カバーオープニングスイッチ
)

ースイッチ ( )
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操作装

各部名

1) クラ
2) イン
3) イグ
4) フロ
5) スロ
6) 非常
7) スタ
8

8) ディマースイッチ (
9) 燃料タンクキヤップ・
10) 警告ホーンボタン (
11) ターンインジケータ
12) MODE スイッチ



15扱い＋維持管理ブック  Pegaso 650 I.E. STRADA - TRAIL

5

4

3

2

1

名称

タコメーター
警告灯：メンテナンス時期 ( ) レッド
ターンインジケーター表示警告灯 ( ) グリーン
ハイビーム表示警告灯 ( ) ブルー
リザーブ燃料警告灯 ( )オレンジ
ニュートラルポジション警告灯 ( ) グリーン
サイドスタンド警告灯 ( ) イエロー

灯 ( ) (ABS システム搭載車両のみ ) オレ

ディスプレイ

ABS

ンストルメントパネル
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各部

1)
2)
3)
4)
5)
6)
7)

イ

取り

6 7

9

8

8) ABS システム警告
ンジ

9) マルチ機能デジタル



灯が LED 機能チェックのために 3
a 社オフィシャルディーラーオフィ

またはマイル ) を表示。 18 ぺージ ( マル

表示。  18 ぺージ ( マルチ機能コン

ンピューター ) 参照。

の位置に回したままにしないで下さい。
係なく停止し、液体温ドがさらに上昇

停止し、イグニッションキーを " " の

却液のレベルを点検します。38 ぺー

さい。

 ºF) を超えた場合には、エンジンに重
。 

ピューター ) 参照。

機能コンピューター ) 参照。

コンピューター ) 参照。

機能コンピューター ) 参照。

場合は、その原因を示す関連アイコン
)。

」の文字が表示された場合は、コント
ルメントパネルが何らかの異常を発見
れた性能で作動し続けます。直ちに、

けません。 53ぺージ (慣らし運転 )参照。
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計器およびインジケーター類 ( 表 )

イグニッションスイッチを“ ”にすると、「ハンドルバーヒーティング」ランプ以外の全ての警告
秒間点灯します ( エンジンは作動しません )。点灯しないランプがひとつでもある場合は、aprili
シャルディーラーにご連絡下さい。

項目 機能

マルチ機能デジ
タルディスプレ
イ 

スピードメーター (km/ 時 -
MPH)

設定に応じて、瞬間速度、平均速度、または最高速度 ( km 
チ機能コンピューター ) 参照。

オドメーター ( KM - マイル ) トリップ距離もしくは全走行距離を km またはマイルで
ピューター ) 参照。

冷却液温度「ºC/ºF」

エンジンの冷却液温度を表示。18 ぺージ ( マルチ機能コ

イグニッションスイッチを " "
冷却ファンが、冷却液温度とは関

する原因となります。

冷却液温度が危険値まで上昇した場合には、エンジンを
位置まで回して、冷却ファンが停止するまで待ちます。 
その後、イグニッションキーを “ ”の位置まで回して冷
ジ ( 冷却液 ) 参照。

aprilia 社オフィシャルディーラーにお問い合わせくだ

冷却液温が許容値 (118 ºC － 248
大な損傷を与えることがあります

燃料レベル
(STRADA バージョンのみ ) タンク内の燃料の量を表示。18 ぺージ ( マルチ機能コン

時計 設定に応じ、時刻 ( 時間、分 ) を表示。18 ぺージ ( マルチ

バッテリー電圧　V 
BATT バッテリー電圧をボルトで表示。18 ぺージ ( マルチ機能

クロノメーター 設定に応じ、様々な測定時間を表示。18 ぺージ ( マルチ

診断機能

車両、人身の保全に影響を及ぼす重大な警告が存在する
が強度表示されます ( 例：油圧 、メンテナンス時期

エンジン作動中に「  SERVICE
ロールユニット、またはインスト

したことを示しています。 多くの場合、エンジンは限ら
aprilia 社オフィシャルディーラーにご連絡ください。

タコメーター ( 回転 / 分 rpm)
分間のエンジン回転数を表示します。

エンジン最大回転数を超えてはい
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圧異常、温度超過、インジェクションシステ

テムが作動していることを示します。

動後も点いたままの場合、またはエンジンの
はディスプレイ上に“efi”または“ ”が
テムに異常、( ) の場合はエンジンオイル
ンジンをすぐ停止して、aprilia 社オフィ

。

点灯の時に点灯します。

時に点灯します。

ージ ( 燃料 ) 参照。
OFF の状態で燃料補給をしなければなりませ

す。

。
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エラー警告灯

以下のような異常が発生した場合、点灯します：油
ムの不具合、最大回転数の超過。

エンジンが停止している時に点滅し、盗難防止シス

最大回転数を超えると、点滅します。

もし警告灯 がエンジン作
通常作動中に点灯した場合

表示されます。 (efi) の場合はインジェクションシス
プレッシャーが低い事を示します。 この場合は、エ
シャルディーラーに連絡してください。

ターンインジケーター表示灯 ターンインジケーターが点いている時に点滅します

ハイビーム表示警告灯 ヘッドランプがハイビームの時やパッシングライト

燃料レベル警告灯

燃料タンク内のガソリン量が約 3 リットルになった

この場合にはすぐに燃料補給をしてください。31 ぺ
表示が正確に行われるには、イグニッションキーが
ん。

ニュートラルギア表示灯 ギアがニュートラルポジションにある時に点灯しま

サイドスタンド使用警告灯 サイドスタンドを下げている時に点灯します。

ABS システム警告灯  (ABS システム搭
載車両のみ )

ABS システム に不具合があった場合、点灯します

項目 機能

ABS



DE セレクター(2) には、3つのポジショ
があります：左に動かすと数値が減少
、メニューを下向きにスクロールしま
。右に動かすと数値が増加し、メニュー
上向きにスクロールします。キーを押し
数値を確認する場合は、中央の位置にし
す。

2
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マルチ機能コンピューター

イグニッションキーを“ ”にすると、以
下のインストルメントパネル・ランプが 2
秒間点灯します：

-「PEGASO 650 STRADA -TRAIL 」のロ
ゴ

-「スロットルグリップヒーティング」を
除く全警告灯

- バックライト
タコメーターの針 (1) はユーザーが設定し
た最大回転数を指します。

初期点検の後、すべてのメーター類はそれ
ぞれ現在の読み取り値を瞬間的に表示し
ます。

ディスプレイの標準設定表示は以下のと
おりです：

A) 冷却液温度

B) 燃料残量 (STRADA バージョンのみ )

C) 時計

D) スピードメーター

E) オドメーター

F) トリップコンピューター、アクセサリー
機能

MO
ン
し
す
を
て
ま

B C

F

A

D

E

1
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ENU ( メニュー )

両が停止している場合は、セレクター
ODE の中央を押すと、MENU 画面から
ンフィグレーションのメニューへ移行
ます。走行している場合は、TRIP

ETER 1 の画面に戻ります。

ンフィグレーションのメニューにある
目は以下の通りです：

XIT ( 終了 )
ETTINGS ( 設定 )

AP　TIMER ( クロノメーター )

IAGNOSIS ( 診断 )
ANGUAGE ( 言語 )
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セレクター (2) によって、 LCD ディスプレ
イの (F) のゾーンに次の数値が表示できま
す：

A) TRIP METER 1 ( トリップメーター 1 )

B) TRIP TIME 1 ( 走行時間 1)

C) TRIP METER 2 ( トリップメーター 2)

D) TRIP TIME 2 ( 走行時間 2)
E) MAXIMUM SPEED ( 最大速度 )

F) LAP TIMER ( クロノメーター )
G) BATTERY VOLTAGE (バッテリー電圧) 

H) KM COVERED W/FUEL RESERVE ( 燃
料残量走行可能距離 ) (2 km 以上 )

トリップメーター 1 およびトリップメー
ター2 をリセットするには、セレクター(2)
の中央を長く押し、表示距離をゼロにして
ください。 

車両が停止している場合のみ、KM IN
RISERVA( 燃料残量走行可能距離 ) に続い
て MENU( メニュー) 画面が表示されます。

M

車
M
コ
し
M

コ
項

E
S

L

D
L

TRIP METER 1

TRIP TIME 1

TRIP METER 2

TRIP TIME 2

MAXIMUM SPEED

LAP TIMER

BATTERY VOLTAGE

KM COVERED W/FUEL RESERVE



R SHIFT INDICATOR ／
シフト表示

シフト表示を設定します。 「 GEAR
FT INDICATOR ／ギアシフト表示 」の
を含む画面が再び表示されます。

DE セレクターの右側を押すたびに、値
00 RPM 増加し、同様に左側を押すた
100 RPM 減少します。

、下限に達すると、それ以上押し続け
値は変わりません。

DE セレクターの中央を押すと設定値
存され、作業が終了します。針はゼロ
り、コンフィグレーションメニューの
が表示されます。

3
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Settings ／設定

設定機能を選択すると、次のオプションを
含む画面が表示されます：

EXIT ( 終了 )

TIME SETTINGS ( 時刻調整 )

GEAR SHIFT INDICATOR ( ギアシフト表
示 )

BACK LIGHTING ( バックライト )
CHANGE THE CODE ( コード変更 )

CODE RECOVERY ( コードのリセット )
UNLOCK SAFETY LOCKS 
( 安全ロック解除 )

作業が終了すると、メインメニュー画面に
戻ります。

TIME SETTINGS ／時刻調整

時計の設定を行います。 「TIME SETTINGS
／時刻調整 」の項目がある画面が再び表示
されます。

ここでは、分表示が消え、時間のみが表示
されます。 MODEセレクターを右側にずら
して押すたびに時間が増加します。12 時に
達すると0に戻ります。 同様に MODEセレ
クターを左側にずらして押すたびに時間
が減少します。 0 に達した後、もう一度左
側を押すと 12 に戻ります。

確認用シグナルによって設定値が保存さ
れ、分調整に移行します。

ここでは、時間表示が消え、分のみが表示
されます。 MODEセレクターを右側にずら
して押すたびに分が増加します。 59に達し
た後、もう一度右側を押すと0に戻ります。
同様に MODE セレクターを左側にずらし
て押すたびに時間が減少します。 0 に達し
た後、もう一度左側を押すと 59 に戻りま
す。

確認シグナルによって設定値が保存され、
時刻調整モードが終了します。

GEA
ギア

ギア
SHI
項目

MO
が 1
びに

上限
ても

MO
が保
に戻
画面
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CHANGE THE CODE ／コード変更

この機能は古いコード表示し、変更したい
時に使用します。

この機能を選択すると、下記のメッセージ
が表示されます。

"INSERT THE OLD CODE" ( 古いコードを
入力してください )
古いコードを承認した後、新しいコードの
入力に移ります。ディスプレイには下記の
メッセージが表示されます。

"INSERT THE NEW CODE" (新しいコード
を入力してください )
作業が終了すると、DIAGNOSIS メニュー
の画面に戻ります。コードを使用して選択
した場合、この作業は不可能です。

作業が終了すると、インストルメントパネ
ルはセッティングメニューに戻ります。
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初めてバッテリーを接続した場合は、慣ら
し運転の値が設定されます。次回からは最
終設定値が設定されます。

慣らし運転回転数：5000

最小回転数： 4000

最大回転数 8000

許容設定値を超えると、インストルメント
パネルの警告灯 (3) が点滅し、許容設定値
以下に戻るまで点滅を続けます。

BACK LIGHTING ／バックライト

バックライトの照度は3段階で調整ができ
ます。 MODE セレクターを右、もしくは左
に押すたびに次のアイコンが表示されま
す：

LOW( 弱 )

MEAN( 中 )
HIGH( 強 )

作業が終了したら MODE セレクターの中
央を押してください。SETTINGS ／設定の
画面に戻ります。



P TIMER ／クロノメーター

P TIMER ／クロノメーター機能を選択
ると、次のオプションを含む画面が表示
れます：

IT ( 終了 )

EW TIMES ( タイム表示 )

LETE TIMES ( タイム削除 )

EW TIMES ／タイム表示

こでは、測定タイムが表示されます。
DE セレクターの右側、左側を軽く押す

、測定タイムのページがスクロールでき
す。押し続けると、LAP TIMER ／クロ
メーターのメニューに戻ります。 バッテ
ーを切り離すと、保存されたタイムのメ
リーは消失します。
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CODE RECOVERY ／コードのリセット

この機能は古いコードを表示せずに変更
したい時に使用します。この場合、最低 2
本のキーをイグニッションブロックに挿
入しなければなりません。1 本目はすでに
挿入されていますので、下記のメッセージ
と共に 2 本目の挿入が要求されます。

"INSERT THE 2nd KEY" ( キーを挿入して
ください )

2 本目のキーを 20 秒以内に挿入するとイ
ンストルメントパネルは消えません。2 本
目のキー承認後、下記のメッセージと共に
新しいコードの入力が要求されます。

"INSERT THE NEW CODE" (新しいコード
を入力してください )
作業が終了すると、DIAGNOSIS メニュー
の画面に戻ります。 コードを使用して選択
した場合、この作業は不可能です。

作業が終了すると、インストルメントパネ
ルはセッティングメニューに戻ります。

UNLOCK SAFETY LOCKS ／安全ロック
解除

サイドスタンド、ニュートラル、クラッチ
スイッチのセンサーが故障した場合、
「UNLOCK SAFETY LOCKS ／安全ロック
解除」 機能で安全ロックを解除し、　　車
両を発進させることができます。

画面に「SERVICE ／サービス」の文字が
表示されます。 

エンジンを停めると、安全ロックが再び掛
ります。

この機能は非常時のみ使用してください。 LA
LA
す
さ

EX

VI

DE

VI
こ
MO
と
ま
ノ
リ
モ
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カウントが 40 回行われた時点でカウント
は終了し、「FULL] の文字が表示されます。
測定タイムを読むためには、車両を停止し
( 54 ぺージ ( 停車 ) 参照 )、 LAP TIMER メ
ニューにある VIEW TIMES( タイム表示 )
機能に入る必要があります。

新たなカウントのセッションを開始する
には、測定されたタイムを削除しなければ
なりません。LAP TIMER メニューにある
DELETE TIMES( タイム削除 ) 機能に入っ
てください。

Diagnosis ／診断機能

車両に搭載されたシステムと連係し、その
診断を実施します。 この機能を使用するた
めには、アクセスコードの入力が必要で
す。アクセスコードは、aprilia サービス
センターにおいてのみ入手できます。

Language ／言語

ユーザーの言語を選択します。

ITALIANO ( イタリア語 )

ENGLISH ( 英語 ) 
FRANCAIS ( フランス語 )

DEUTCH ( ドイツ語 )

ESPAGNOL ( スペイン語 )
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DELETE TIMES ／タイム削除

ここでは、測定タイムを削除します。 削除
してもよいかの確認が求められます。 作業
が終了すると、 LAP TIMER ／クロノメー
ターメニューの画面に戻ります。

クロノメーター機能

ク ロ ノ メ ー タ ー を 使 用 す る に は、
CHRONO の項目を含むメイン画面をディ
スプレイに表示し、カウント開始を待機し
ます。

MODE セレクターを短く押すとクロノ
メーターがタイムの記録を始めます。 開始
の 10 秒前にMODEセレクターの中央をも
う一度押すと、測定は取り消され、新たに
測定が開始します。 開始の10秒後にMODE
セレクターの中央をもう一度押すと、カウ
ントは中断され、記憶され、新たな測定が
開始します。 カウントを止めるには
MODE セレクターの中央を長く押します。



じ優先順位グループ内で2つ以上の警告
項が同時に発生した場合は、該当アイコ
が交互に表示されます。

先順位の高い警告事項がある場合は、低
警告は表示されません。

告表示灯、「SERVICE」アイコンがわず
の間点灯しても、故障ではありません。
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サービス　インジケーター

サービス点検時期を過ぎると、スパナのア
イコンが表示されます。

警告表示

車両、人身の保全に影響を及ぼす重大な異
常が発見された場合は、通常はオドメー
ターがある場所に、原因を示すアイコンが
表示されます。 
警告事項は優先順位によって2つのグルー
プに分類されます：

◆ 高い優先順位：温度超過、コントロール
ユニットエラー、 インストルメントパネ
ルエラー。

◆ 低い優先順位：ターンインジケーター

ターンインジケーター表示の故障は、イン
ジケーター全ての LED が故障した場合の
み起こります。

同
事
ン

優
い

警
か

ECU DISCONNECTED

RIGHT DIRECTION
INDICATOR FAULT

LEFT DIRECTION
INDICATOR FAULT

ECU ERRORS, INSTRUMENT
PANEL ERRORS

OVERTEMPERATURE
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ンドル右側のエレクトリックコント
ール

要事項 インジケーター、ライト等の
装パーツはイグニッションキーが " " の位
にないと機能しません。

スターター／エンジンストップスイッ
チ ( - - )
スイッチを  の位置にして  を押すと
エンジンが始動します。スターター
モーターがエンジンを回転させます。
スタート方法は 48 ぺージ ( エンジンの
始動 ) 参照。

 の位置にすると、エンジンが停止しま
。

転中はスイッチを  の位置にしないで
ださい。

6

7
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主要操作装置

ハンドル左側エレクトリックコントロー
ル

重要事項 インジケーター、ライト等の
電装パーツはイグニッションキーが " " の位
置にないと機能しません。

1) 警告ホーンボタン ( )
このボタンを押すと警告ホーンが鳴りま
す。

2) ウィンカースイッチ ( )
ウィンカーを左に出すにはスイッチを左
にずらし、右に出すにはスイッチを右にず
らします。
ウィンカーを停止するにはこのスイッチ
を押します。

3) MODE ボタン
MODE ボタンを左 / 右に動かすとディ
スプレイ上のスクロールを行い、ボタ
ンを押すと画面を決定します。

4) ディマースイッチ ( - )
" " の位置にある時は常にパーキング
ライト、メーターパネルライト、ロー
ビームライトが点灯しています。

左側の " " の位置にある時はハイビー
ムライトが点灯します。

右側の " " の位置にある時は、危険、
非常時にハイビームライトが点滅しま
す。

5) 燃料タンクカバー　オープニングス
イッチ
このスイッチを押すと、燃料タンクカ
バーを開けることができます。

ハ
ロ

重
電
置

6)

す

運
く

2 4

1 3 5



3

4

Pegaso650IE-J.book  Page 26  Thursday, September 28, 2006  5:06 PM
26 取り扱い＋維持管理ブック  Pegaso 650 I.E. STRADA - TRAIL

1
エンジンを止めた状態でスイッチが" "の
位置にあると、バッテリーが放電する恐れ
があります。

車両を停止し、エンジンを切った後、ス
イッチを “ " の位置にしてください。

7) 非常表示ボタン ( )
ボタンを押すと両方のターンインジ
ケーターが作動します。

イグニッションスイッチが "の位置に
ないと、ターンインジケーターは作動
しません。 ターンインジケーターは作
動を始めると、キーを抜いても作動を
続けます。 ターンインジケーターを停
止するには、イグニッションスイッチ
を " " の位置にしてください。

イグニッションスイッチ

イグニッションスイッチ (1) は両ハンドル
バーの中央部に位置しています。

重要事項 キーは、イグニッションス
イッチ / ステアリングロック、燃料タンク
キャップカバー (3) オープニングスイッチ
(2)、シートロック (4) の作動に必要です。

納車時には計 2 本のキー (1 本は
スペアキー ) がついています。

重要事項 スペアキーは車両と別の場
所に保管してください。

2
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補助装備

シートロックの掛け方・外し方

◆ スタンドに車両を配置します。55 ぺージ
( スタンドの立て方 ) 参照。

◆ キー (1) をシート (2) に挿し込みます。
◆ キー (1) を時計方向に回し、シートを取
り外します。

シートをロックするには：

◆ つめ (3) を所定位置に合わせ、シートを
押すとロックが掛かります。

運転する前にはシートがロックされてい
るか、よく確かめてください。

21

3
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ステアリングロック

走行中は絶対にキーを " " の位置に回さな
いでください。車体のコントロールを失う
危険があります。

機能

ステアリングロックは次の手順で行なっ
てください :

◆ ハンドルを右、または左いっぱいに切っ
てください。

◆ キー (1) を “ ”の位置まで回します。
◆ キー (1) を押しながら“ ”の位置まで回
してください。

◆ キー (1) を抜き取ります。

位置 機能
キーの抜き

取り

ステアリン
グロック

ステアリン
グがロック
されていま
す。 エンジ

ンを始動さ
せることは
出来ません。

キー抜取り可
能。

エンジンは
作動しませ
ん。

キー抜取り可
能。

エンジンは
作動します。

キー抜取り不
可能。

1
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大載積重量：　 1.5 kg
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小物入れ

小物入れ (2) を利用するには :
◆ イグニッションキーを " " の位置にし、
燃料タンクキャップカバー・オープニン
グボタン (1) を押します。

◆ 左側に動かし、赤い安全用つめを外しま
す。

ツールキット収納スペース

ツールキット収納スペースにアクセスす
るには：

◆ シートを取り外します。 27 ぺージ ( シー
トロックの掛け方・外し方 ) 参照。

ツールキットの内容：

- アレンキー　3.4 mm (3)
- スパナ 8 – 10 mm (4)
- スパナ 11 – 13 mm (5)
- スパークプラグ用 16 mm ソケットレン
チ (6)

- マイナス・プラスドライバー (7)
- ツールバッグ (8)
- コンビネーション・スパナ　13 mm

最

2

1
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1

2

3
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スペシャルツール

メンテナンス項目によっては、以下のスペ
シャルツールが必要となります。aprilia
社オフィシャルディーラー ) にてお求めく
ださい。

ツール 作業

作業用リアスタンド　1
67 ぺージ ( 作業用リアスタン
ド使用法 ) 参照。

リアホイール
の取り外し。

チェーン張力
の調整。

作業用フロントスタンド　2
67 ぺージ ( 作業用フロントス
タンド使用法 ) 参照。

フロントホ
イールの取り
外し。

クリック固定輪取り付け用プ
ライヤー (3)　60 ぺージ ( ク
リック固定輪 ) 参照。

クリック固定
輪取り付け。
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サリー 

(TRAIL モデルにも装着可能 ) には次のアクセサリーが装
ます。 aprilia 社オフィシャルディーラーにてお求めくだ

ハードタイプサイドバッグセットと固定具 (1)

荷台 (2)

トランク 28 リットル (3)
トランク 45 リットル (3)

ラス、スクリュー (4) で 2 つの位置に

(5)

タンクカバーに固定し、車体に装着 ) 

 
キレバー

4

1

STRADA
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アクセ

本車両
着でき
さい。

- セミ

- 専用

- 後部

- 後部
- フロントフェアリングガ
調製可能。

- センタースタンドキット

- 燃料タンクカバー 

- 燃料タンクサック ( 燃料

- ハイポジション・シート

- 調整可能フロントブレー

32

5
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補給後は、キャップをよく閉めてくださ
い。 ホースを使用して、燃料を他の容器に
移すときなども、口に含んだり、肌に触れ
たり、蒸気を吸ったりすることを避けてく
ださい。

環境汚染を防ぐため、燃料を所定の場所以
外に廃棄しないでください。

子供の手の届かない場所に保管してくだ
さい。

燃料は DIN 51 607 に基づいた最低オクタ
ン価95 (N.O.R.M.) 及び85(N.O.M.M.)の無
鉛ガソリンのみ使用してください。
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主要構成要素

燃料

エンジン内で燃焼される燃料は可燃性が
高く、状況によっては爆発の恐れもありま
す。

燃料補給やメンテナンスは換気のよい場
所でエンジンを止めた状態で行なってく
ださい。
燃料補給中や喫煙は絶対に避けてくださ
い。また、炎、火花、その他のあらゆる火
元から離れたところで作業をしてくださ
い。 燃料の蒸気に触れるとと火災や爆発の
危険があります。

熱くなっているエンジンの表面に燃料が
触れると火災を起こす原因となります。補
給口からこぼさないように注意してくだ
さい。

もし燃料をエンジンの表面にかけてし
まった場合は、エンジンを始動する前に、
表面が完全に乾いていることを確かめて
下さい。

燃料は、熱や太陽光線などで膨張するので
補給口の境ぎりぎりまでいっぱいにする
ことを避けてください。



給を行った後は：
料キャップ (4) を回して閉めます。

ャップが正しく閉まっていることをよ
確認して下さい。

バー (3) を閉めます。
グニッションキーを抜き取ります。

4
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燃料補給は次の手順で行なってください：

◆ キー (1) をイグニッションスイッチに差
し込み、" " の位置に回します。

◆ 燃料キャップカバー・オープニングボタ
ン (2) を押します。

◆ 左側に動かし、赤い安全用つめを外しま
す。

◆ カバー (3) を外します。
◆ 燃料キャップ (4) を回して開けます。

燃料タンク実働容量 
(リザーブタンク含む )：15± 0.5 リットル 

リザーブタンク：約 3 リットル

タンクはわずかに過圧気味です。 キャップ
を開けた際に、軽くエアが抜ける音がしま
す。 完全にエアが抜けるまでキャップを
しっかり抑えていてください。

オイルには、添加物やその他の物質を混ぜ
ないで下さい。

じょうご等を使用する場合には、清潔なも
のであることを確かめてから使用して下
さい。

燃料をタンクいっぱいまで注入しないで
ください。燃料の最大レベルは、リセスの
下縁 ( 図参照 ) を超えないようにします。

補給の際は、ポンプでタンク内を損傷しな
いように十分に注意してください。

◆ 補給を行います。

補
◆ 燃

キ
く

◆ カ
◆ イ

1 3

4

2
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ブレーキ液が身体に付いた時は、その部分
を丁寧に洗ってください。眼に入った場合
は眼科医または医師の診察を受けてくだ
さい。

環境汚染を防ぐために、所定の場所以外に
液を廃棄しないでください。

子供の手の届かない場所に保管してくだ
さい。

ブレーキ液を扱うときはプラスチック部
品や塗装部分にこぼすと損傷を与えます
ので注意してください。
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ブレーキ液 - 注意事項

重要事項 この車両は、フロント、リア
ディスクの油圧回路が別々のブレーキを
装備しています。

以下の説明は一つのブレーキ系統につい
てですが、内容はフロント、リア共に共通
です。

ブレーキレバーの遊びが突然に変化した
り、抵抗がある場合は、油圧回路に問題が
あります。
ブレーキシステムが正常に機能している
か疑問がある場合、および通常の点検作業
ができない場合は aprilia 社オフィシャル
ディーラーにご相談ください。

ブレーキディスクにオイルやグリースが
付着していないことを確認してください。
特に整備、点検作業の後には注意が必要で
す。

また、ブレーキケーブルが捩じれたり、損
傷がないか点検してください。

油圧系統に水や埃が混入しないように注
意してください。

油圧系統のメンテナンスをする際はゴム
手袋の着用をお薦めします。

ブレーキ液が皮膚に付いたり、眼に入った
りすると激しい炎症を起こすことがあり
ます。 



要事項 車両を雨や埃の多い場所、凸
激しい道路で使用する場合は、メンテ
スの回数を増やしてください。

は 1000 km (625 mi) 走行後、その後は
00 km (6250 mi) 走行ごとに、ブレーキ
スクの点検を aprilia 社オフィシャル
ーラーに依頼してください。

前には、タンク内のブレーキ液レベル
ェックして下さい。　35 ぺージ ( フロ
ブレーキ )、37 ぺージ ( リアブレーキ )
。またディスクパッドの摩耗も必ず
ックして下さい。72 ぺージ ( ブレーキ
ドの摩耗の点検 ) 参照。

rilia 社オフィシャルディーラーに依頼
、2 年ごとにブレーキ液の交換を行っ
さい。

ーキ系統からのオイル漏れが見られる
は車両を使用しないでください。
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ディスクブレーキ

ブレーキはライダーの安全を守る重要な
装置です。常に確実に作動するようメンテ
ナンスする必要があります。また、走行の
前には必ず点検してください。

ディスクが汚れていればパッドも汚れ、そ
の結果、ブレーキ機能に問題を起こす原因
になります。 
パッドが汚れた場合は、すぐに交換し、
ディスクの汚れは、高度の油汚れおとしを
使用して拭き取ります。
ブレーキ液は、2年ごとにaprilia社オフィ
シャルディーラー に依頼して交換してく
ださい。
93 ぺージ ( 指定油脂類表 ) に記載された指
定ブレーキ液を使用してください。

重要事項 本車体は、フロント、リアと
も、それぞれ独立した油圧系統による二つ
のブレーキシステムの、ディスクブレーキ
を装備しています。

フロントブレーキシステムは、シングル
ディスクブレーキ ( 左側のみ ) です。

リアのブレーキシステムは、シングルディ
スクブレーキ ( 右側のみ ) です。

以下の説明は一つのブレーキ系統につい
てですが、内容はフロント、リア共に共通
です。

ブレーキパッドが摩耗すると、摩耗した分
を補うためにブレーキ液が減ります。

フロントブレーキ液タンクは、右ハンドル
上のフロントブレーキレバー・マウントの
近くにあります。

リアブレーキ液タンクは、車両右側のリア
ブレーキレバー付近にあります。

重
凹な
ナン

初回
100
ディ
ディ

出発
をチ
ント
参照
チェ
パッ

ap
して
て下

ブレ
場合
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ネジ (2) を緩めます。

レーキオイルを長時間空気に触れさせ
いよう注意してください。

レーキオイルには吸湿性があり、空気に
れると湿気を含んでしまいます。 

充のため必要な場合にのみ、タンク
ャップを開けるようにしてください。

2
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フロントブレーキ

ブレーキ液の点検

◆ 車体を垂直に保ち、ハンドルバーを回
し、タンク内の液面がタンクカバーと平
行になるようにします。

◆ タンク内のオイル液面が "MIN" マークよ
り上にあることを確認します。

MIN= 最小レベル

オイルの液面が "MIN"マークの線より下の
場合：

液面はブレーキパッドの摩耗につれて
徐々に下がってきます。

◆ ブレーキパッドの摩耗を点検し、72 ぺー
ジ ( ブレーキパッドの摩耗の点検 ) ディ
スクの磨耗も点検します。

ブレーキパッドまたは / 及びディスクを交
換する必要がなければ、補充を行って下さ
い。

補給

33 ぺージ ( ブレーキ液 - 注意事項 ) をよく
読んでください。

ブレーキ液がタンクから溢れ出す危険が
あります。 ネジ (1)、(2) を緩めている状態
やタンクキャップを外した状態では、決し
てフロントブレーキレバーを操作しない
でください。

ブレーキオイルがタンクから溢れ出す危
険に備えて、タンクの下に布をあてがって
ください。

◆ 車体を垂直に保ち、ハンドルバーを回
し、タンク内の液面がタンクカバーと平
行になるようにします。

◆ 短いマイナス・スクリュードライバーを
使ってスクリュー (1) を緩めます。

◆

ブ
な

ブ
触

補
キ

1



スケット (5) を取り付けます。
側保護カバー(4) とタンクキャップ (3)
取り付けます。
ジ (2) を締めます。
ジ (1) を締めます。

レーキの効き具合を点検してください。

レーキレバーの作動範囲が極端に大き
ったり、ブレーキの制動力が落ちたりし
ときなどは、エア抜き作業が必要な場合
ありますので aprilia 社オフィシャル
ィーラーにご相談ください。
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◆ ネジ (1) と (2)、および内側保護カバー(4)
と一体で、タンクキャップ (3) を取り外
します。

◆ オイルシール (5) を取り外します。

オイルをこぼさないよう、補充中は車体を
揺らさないでください。

オイルには、添加物やその他の物質を混ぜ
ないで下さい。

じょうご等を使用する場合には、清潔なも
のであることを確かめてから使用して下
さい。

重要事項 タンク面と地面を平行にし
た状態で、点検窓が (6) が隠れるまで充填
すると、 最大レベル“MAX”に達します。

◆ 適正レベルに達するまで、タンク (7) に
ブレーキ液を充填します。 93 ぺージ ( 指
定油脂類表 ) 参照。

補充の際は液面が "MAX" レベルを超えな
いようにしてください。

“MAX” レベルまで充填するのはブレーキ
パッドが新品の場合のみにしてください。

ブレーキパッドが摩耗しているときはブ
レーキ液を "MAX" レベルまで充填しない
でください。新品のパッドに交換した際に
ブレーキオイルが溢れ出す危険がありま
す。
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イルをこぼさないよう、補充中はオイル
面とタンクの縁が平行 ( 水平位置 ) を保
ようにしてください。

イルには、添加物やその他の物質を混ぜ
いで下さい。

ょうご等を使用する場合には、清潔なも
であることを確かめてから使用して下
い。

93 ぺージ ( 指定油脂類表 ) に指定された
ブレーキ液を、液面がタンク (3) の "MIN"
と "MAX" マークの間に来るまで補充し
ます。

AX” レベルまで充填するのはブレーキ
ッドが新品の場合のみにしてください。

レーキパッドが摩耗しているときはブ
ーキオイルを "MAX" レベルまで充填し
いでください。新品のパッドに交換した
にブレーキオイルが溢れ出す危険があ
ます。

レーキの効き具合を点検してください。

レーキレバーの作動範囲が極端に大き
ったり、ブレーキの制動力が落ちたりし
ときなどは、エア抜き作業が必要な場合
ありますので aprilia 社オフィシャル
ィーラーにご相談ください。
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リアブレーキ

ブレーキ液の点検

◆ 車体を垂直状態に保ちます。
◆ タンク内のオイル液面が "MIN" マークよ
り上にあることを確認します。

MIN= 最小レベル
MAX = 最大レベル

オイルの液面が "MIN"マークの線より下の
場合：

液面はブレーキパッドの摩耗につれて
徐々に下がってきます。

◆ ブレーキパッドの摩耗を点検します。72
ぺージ ( ブレーキパッドの摩耗の点検 )
参照。

ブレーキパッドまたは / 及びディスクを交
換する必要がなければ、補充を行って下さ
い。

補給

33 ぺージ ( ブレーキ液 - 注意事項 ) をよく
読んでください。

ブレーキ液がタンクから溢れ出す危険が
あります。 タンクキャップを取り外した状
態では、決してリアブレーキペダルを操作
しないでください。

ブレーキオイルを長時間空気に触れさせ
ないよう注意してください。

ブレーキオイルには吸湿性があり、空気に
触れると湿気を含んでしまいます。 

補充のため必要な場合にのみ、タンク
キャップを開けるようにしてください。

◆ キャップ (1) を回して取り外します。
◆ オイルシール (2) を取り外します。
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1

ジンに損傷を与えないよう、冷却液の
蒸留水のみ使用してください。

ジンが熱い間はエキスパンションタ
のキャップ (1) を決して外さないでく
い。冷却液の温度が高い場合があり危
す。

液が皮膚や衣服につくとひどい火傷
類の損傷をおこすことがあります。
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冷却液

冷却液の量が規定レベル“MIN”以下のと
きは車両を使用しないでください。

重要事項 車両を雨や埃の多い場所、凸
凹な激しい道路で使用する場合は、メンテ
ナンスの回数を増やしてください。

出発前に冷却液のレベルを点検してくだ
さい。39 ぺージ ( 冷却液の点検と補充 ) 参
照。冷却液は、aprilia 社オフィシャル
ディーラーに依頼し 2年毎に交換してくだ
さい。

冷却液は有毒ですので決して飲み込まな
いでください。また、皮膚に付いたり眼に
入ると炎症の原因になります。 

冷却液が皮膚に付いたり、眼に入ったりし
た時は、流水で充分に洗い落とし医師の診
察を受けてください。 誤って飲み込んだ場
合には吐き出してから喉、口を水で充分に
洗浄し、直ちに医師の診察を受けてくださ
い。

子供の手の届かない場所に保管してくだ
さい。

環境汚染を防ぐために、所定の場所以外に
液を廃棄しないでください。

熱くなっているエンジンに冷却液をこぼ
さないよう注意してください。目にみえな
い炎を発し火災の原因になります。

メンテナンスの際はゴム手袋の着用をお
薦めします。

交換は aprilia 社オフィシャルディーラー
に依頼してください。

冷却液の混合構成は水 50％と不凍液 50％
です。

この混合率の冷却液は通常の使用温度範
囲において最適であり、また防錆効果も良
好です。

この混合率の冷却液は蒸発による減少が
小さく、したがって補充回数も少なくてす
みますので、夏季も含めて一年中この混合
率を維持するようお薦めします。 

また、蒸発によってラジエーターの中に残
るミネラル結晶の発生も少なくなるため、
冷却系統の性能を効率良く維持すること
ができます。

外気温が0℃ 以下になる場合は頻繁に冷却
系統の点検を行なってください。必要なら
ば不凍液の混合率を ( 最大 60% まで ) 上げ
てください。
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◆ MAX マークに達するまで冷却液を補給
します。93 ぺージ ( 指定油脂類表 ) 参照。
ただしこのマークを超えないよう注意
してください。エンジン作動中に冷却液
がタンクから溢れ出す危険があります。

◆ 注入口のキャップ (1) を元どおり締めま
す。

冷却液の減りかたが激しかったり、エキス
パンションタンクが空になったりする場
合は、冷却液の回路に液漏れがないか点検
してください。 修理は aprilia 社オフィ
シャルディーラー に依頼してください。
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冷却液の点検と補充

冷却液の点検や補充はエンジンが冷えて
いる時に行なってください。

◆ エンジンを停止し、冷めるまで待ちま
す。

◆ 両輪を地面に着けたまま車体を垂直に
保持します。

◆ エキスパンションタンク(2)内の液体レベ
ルが「MIN 」と 「MAX COLD LEVEL 」の
間にあることを確かめてください。

MAX COLD LEVEL= 最大レベル
MIN= 最小レベル

そうでない場合は次の手順で補充してく
ださい：

◆ キャップ (1) を緩めて外します。

冷却液は有毒ですので決して飲み込まな
いでください。また、皮膚に付いたり眼に
入ると炎症の原因になります。 
指や他の物品を挿入して冷却液の有無を
調べないでください。

オイルには、添加物やその他の物質を混ぜ
ないで下さい。

じょうご等を使用する場合には、清潔なも
のであることを確かめてから使用して下
さい。

2 1



度表示にはいくつかのタイプがある
、 磨耗の点検方法に関してはお買い上
にお尋ねください。 
ヤの磨耗状態を目視点検し、磨耗して
場合は交換してください。

が摩耗していたり、トレッドに 5 mm
の亀裂があるような場合は、タイヤの
を依頼してください。

ヤの修理を受けた後は必ずホイール
ンスの点検を受けてください。

用タイヤは当社指定のタイプ、モデル
のを使用してください。90 ぺージ ( テ
カルデータ ) 参照。それ以外のものを
すると車両運転時の安定性に欠ける
があり危険です。

ーブレスタイヤのリムにエアー
ーブ付タイヤを装着したり、その逆を
ったりしないでください。

漏れを防ぐため、常にバルブキャップ
使用してください。 

ヤの交換、修理、メンテナンス、ホ
ルバランシングは非常に重要な作業
め、適切な設備と熟練した技術が必要
。 
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タイヤ

STRADA モデルはチューブレスタイヤ、
TRAIL モデルはチューブインが搭載され
ています。

重要事項 車両を雨や埃の多い場所、凸
凹な激しい道路で使用する場合は、メンテ
ナンスの回数を増やしてください。

室温でのタイヤ空気圧を 15 日ごとに点検
してください。 

1000 km (625 mi) 毎にタイヤの状態、室温
での空気圧を点検してください。90 ぺージ
( テクニカルデータ ) 参照。

定期的に室温でタイヤの空気圧を点検し
てください。
90 ぺージ ( テクニカルデータ ) 参照。
タイヤが熱くなっている時には正確な測
定はできません。
特に長距離走行の前後には必ずチェック
を行なってください。

空気圧が高すぎると、通路の起伏に対処で
きずハンドルを取られたり、クッションが
悪くなったりし、カーブでの路面グリップ
力もなくなります。 

また逆に空気圧が低すぎると、タイヤの側
面 (1) に負荷がかかり、リムからずれたり
浮き上がったりして車体のコントロール
を失う危険があります。 

特に急ブレーキの際にはリムから外れる
危険もあります。 

カーブでは車両が横滑りする可能性が高
くなります。 

タイヤの状態が悪いと路面グリップ力や
操縦性を損ないますので、タイヤの接地面
や側面の状態、および摩耗を常に点検して
ください。 

本車両用に保安基準認定を受けたタイヤ
のうち、種類によっては摩耗度の表示を備
えたものがあります。 
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り扱いには、十分注意してください。
イルを撒き散らさないように注意して
ださい！
備中の部品やその周りにオイルをつけ
いように注意してください。 オイルが付
した場合は丁寧に拭き取ってください。

漏れや不具合が生じた場合は、aprilia
オフィシャルディーラーまでご相談く
さい。

ンジンオイルのレベルチェックは定期
に行ってください。61 ぺージ ( エンジン
イル量の点検と補充 ) 参照。

ンジンオイルの交換に関しては、 58ぺー
 ( 定期管理表 ) を参照してください。

要事項 15W – 50 クラスの良質オイ
を使用してください。 

3 ぺージ ( 指定油脂類表 ) 参照。

1
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この作業は、apri l ia 社オフィシャル
ディーラーまたは、資格および経験を持つ
タイヤ交換所で行ってください。
新しいタイヤは、滑りやすいフィルムでカ
バーされている可能性がありますので、最
初の数キロは注意して走行してください。
タイヤ表面に不適切な液体やオイルを塗
らないでください。 タイヤは古くなると硬
化し、たとえ摩耗していなくても路面のグ
リップ力が落ちます。
このような時には新品と交換してくださ
い。

タイヤ摩耗限界・溝の深さ (3)：
フロント、リア 共に 2 mm。
いずれの場合にも、車両を使用する国の、
現行の法規定により定められている値を
下回らないでください。

エンジンオイル

エンジンオイルを毎日、かつ長期間扱って
いると皮膚に重大な損傷を与えることが
あります。

使用後は、必ず手をよく洗って下さい。

子供の手の届かない場所に保管してくだ
さい。 

環境汚染を防ぐために、オイルを定められ
た場所以外に放置しないで下さい。

使用済みのオイルは密閉容器に入れ、行き
つけのガソリンスタンド、オイル処理施設
等へ持参して処理を依頼してください。

メンテナンスの際はゴム手袋の着用をお
薦めします。

エンジン作動中に、インストルメントパネ
ルの警告ランプ (1) と油圧シンボルが同時
に点灯する場合は、油圧不足を意味しま
す。

この場合は、エンジンオイルレベルを点検
してください。61 ぺージ ( エンジンオイル
量の点検と補充 ) 参照。エンジンオイルレ
ベルが適切でない場合は直ちにエンジン
を停止し、aprilia 社オフィシャルディー
ラーに連絡してください。
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正調整ができない場合や不具合が生じ
場合は、aprilia 社オフィシャルディー
ーに問い合わせてください。

ラッチコントロールケーブルが良好な
態にあるかチェックします。潰れた箇所
ないか、鎧装が磨耗していないか点検し
す。
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クラッチ

クラッチの調整

最初の 1000 km (625 mi) 走行後に、その後
は10000 km (6250 mi)毎にクラッチの調整
を行ってください。また、エンジンを停止
した時に車体が前進する（クラッチレバー
を引き、ギアが入っている状態で）、もし
くはクラッチが「抜け」エンジン回転数に
対し加速が遅れるような場合も調整して
ください。

調整は以下の手順で行います：

◆ スタンドに車両を配置します。55 ぺージ
( スタンドの立て方 ) 参照。

◆ 保護ラバー (1) を抜き取ります。
◆ ロックナット (2) を緩めます。
◆ レバーの遊びが約 10 mm になるまでア
ジャスター (3) を回します。

◆ ロックナット (2) を締めてから、調整具
合をもう一度点検します。

◆ エンジンを始動します。48 ぺージ ( エン
ジンの始動 ) 参照。

◆ レバーを完全に引いてギアを第 1 速に入
れます。

エンジンが停止しないこと、車体が前進し
ないこと、加速、または走行中にクラッチ
が「抜け」ないことを確認します。
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媒システム付きの車両は、触媒サイレン
ーが非常に高温に達します。木屑など発
性の高い物がある所や子供の手に届く
に停車しないでください。取り扱いには
意を払い、サイレンサーが冷え切るまで
を触れないでください。

媒システム付き車両は白金 - ロジウム２
タイプのメタリック触媒サイレンサー
装備しています。

のシステムは排気ガス中に含まれてい
CO( 一酸化炭素 ) と HC ( 不燃性炭化水
) を二酸化炭素と蒸気に変換します。

媒システムの損傷を防ぐため、無鉛ガソ
ンのみを使用してください。
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リアブレーキペダルの遊びの調整

リアブレーキペダルは、組み立てられるの
際、人体工学を考慮し、最適な位置に取り
付けられています。
必要な場合はリアブレーキペダルの遊び
を調整することも可能です：

◆ アジャスター (2) を完全に緩めます。
◆ マスターシリンダー・コントロールロッ
ド (4)のロックナット (3)を完全に緩めま
す。

◆ マスターシリンダー・コントロールロッ
ド (4) を完全に緩めてから、締め戻しま
す（3 – 4 回転）。

◆ ブレーキレバーが希望の高さに来るま
で、アジャスター (2) を締めます。

◆ マスターシリンダー・ピストンと接触す
るまで、ロッド (4) を締めます。

◆ ロッド (4)とピストンとの間隙が最小0.5
～ 1 mm に なるようにロッドを回しま
す。

ブレーキペダル (5) の遊びを確認してくだ
さい。遊びがないと、ブレーキが解除され
ずブレーキパッドやディスクが早く摩耗
します。

ブレーキペダル (5) の遊び：4 mm ( ペダル
先端で測定 )
◆ マスターシリンダーコントロールロッ
ド (5) をロックナット (4) で固定します。

調整後、ブレーキを解除した時にリアホ
イールが自由に回転することを確認して
ください。

ブレーキの効き具合を点検してください。
必要な場合は、aprilia 社オフィシャル
ディーラー に連絡してください。

エキゾーストシステム・サイレンサー

重要事項 以下の説明は 1 本のサイレ
ンサーに関するものですが、もう１方のサ
イレンサーに関しても同様です。
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タースタンドを立てた状態での始動
けてください。 ギアを入れると車体の
トロールを失うことがあります。
ダー、パッセンジャー共に、センター
ンド を立てた状態で乗車しないでく
い。
姿勢から センタースタンドを降ろす
は禁止されています。

への乗り降りは、必ず車体の左側か
また必ずサイドスタンドを降ろした状
行なってください。

ドスタンドにはライダー、パッセン
ーの体重をかけないようにしてくだ
。
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サイレンサー

騒音制御装置に手を加えることは禁止さ
れています。

車両のオーナーに対しては、法律で次のよ
うな項目が禁止されています：

- メンテナンス、修理もしくは部品交換目
的以外で、車両の最終購入者への販売、
納車前、もしくは車両使用中に、騒音抑
制のために新車に装着されている構成
装置、部品を取り外したり作動できなく
すること。

- 上記の装置や部品を取り外したり、作動
できなくした後で、車両を運転するこ
と。

エキゾーストサイレンサー、サイレンサー
パイプに錆や穴がないかチェックして、排
気装置が正常に働いていることを確かめ
てください。

排気装置が発する騒音が増大する場合に
は、aprilia 社オフィシャルディーラーま
で直ちにご相談ください。

車両使用上の注意

車両への乗り降り

次の安全のための注意事項は特に注意し
てお読みください。ドライバーやパッセン
ジャーが車両から転落したり、車両が転倒
したりすることによる、人身傷害や器物お
よび車両への損傷を防ぐためのものです。

転落や転倒の危険があります。
取り扱いには、十分注意してください。

車両への乗り降りは、自由に身動きが取
れ、また両手に何も ( 物体、着用していな
いヘルメット、グローブ、眼鏡など ) 持た
ない状態で行なってください。

車両には 2つのスタンドが装備されていま
す：センタースタンド、サイドスタンド。
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ずれの場合にも、車体のバランスを崩さ
いよう慎重に右足を動かして車体後部 (
ール部または積荷 ) の上を通してくださ
。

り方

ハンドルを正しく握り、サイドスタンド
に体重をかけないように注意しながら
乗ります。

要事項 両足とも地面に着けること
無理な場合は、右足を着け ( バランスを
しても左側はサイドスタンドで「守られ
」います )、左足はすぐに着けられるよ
にしておきます。

両足を地面に着け、車体を走行時の状態
にまっすぐ起こしてバランスを保ちま
す。

要事項 運転姿勢を取っているライ
ーがパッセンジャーフットレストを引
出そうとしてはいけません。車体のバラ
スを崩し安定を失う原因となります。

パッセンジャーに指示して両側のパッ
センジャーフットレストを引き出しま
す。
パッセンジャーに乗り方を指示します。
左足を使い、サイドスタンドを完全に収
納します。
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サイドスタンドは車体重量とわずかな重
量の積荷を支えられるよう設計されてい
ます。ライダーやパッセンジャーの体重は
含まれていません。

サイドスタンドを立てた状態で乗車する
のは、転落や転倒の危険を防ぐことのみが
目的です。サイドスタンドにはライダーや
パッセンジャーの体重は含まれていませ
ん。

乗り降りの際、車体重量のためバランスを
失い、転落や転倒する危険があります。

重要事項 必ずライダーが先に乗り、後
で降りるようにしてください。パッセン
ジャーが乗り降りする間は、ライダーがバ
ランスを取り安定を確保します。

一方、パッセンジャーは車体やライダーの
バランスを崩さないよう、慎重に乗り降り
してください。

重要事項 乗り降りの方法をパッセン
ジャーに指示するのはライダーの役割で
す。

車両にはパッセンジャーの乗り降りのた
めのパッセンジャーフットレストが備え
られています。 パッセンジャーは乗り降り
の際必ず左側のフットレストを使用して
ください。 

飛び降りようとしたり、地面まで直接足を
伸ばして降りようとしたりすることはや
めてください。 このような行為は車体のバ
ランスを崩し安定を失う原因となります。

重要事項 車体後方の積荷や取り付け
物などが乗り降りの妨げとなる場合があ
ります。
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行前の点検

行を始める前には必ず予備点検を行な
、車両が確実に機能することを確認して
ださい。「走行前の点検」表参照。

前チェック怠った場合には、ライダー本
以外だけでなく第三者および車両への
傷をきたす可能性があります。

rilia 社オフィシャルディーラー機能が
確でない操作系がある場合、また不具合
異常に気付いたり、その疑いがある場合
、  に、ためらわずに、連絡してください。

行前の点検はライダーの安全のために
ても重要です。短時間でできますので必
実施してください。
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降り方

◆ 駐車場所を選んでください。
54 ぺージ ( パーキング ) 参照。

◆ 車両を停止します。54 ぺージ ( 停車 ) 参
照。

障害物のない堅く水平な場所に駐車して
ください。

◆ 左足のかかとを使いサイドスタンドを
完全におろします。

重要事項 両足とも地面に着けること
が無理な場合は、右足を着け ( バランスを
崩しても左側はサイドスタンドで「守られ
て」います )、左足はすぐに着けられるよ
うにしておきます。

◆ 両足を地面に着け、車体は走行時の状態
に起こしたままバランスを保ちます。

◆ パッセンジャーに降り方を指示します。

転落や転倒の危険があります。

パッセンジャーが降りたことを確認して
ください。
サイドスタンドに体重をかけないように
してください。

◆ サイドスタンドが地面に着くまで車体
を傾けます。

◆ ハンドルを正しく握って降ります。
◆ ハンドルを完全に左に回します。
◆ パッセンジャーフットレストを収納し
ます。

車体が安定しているか確認してください。
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ページ

を 33 ぺージ ( ブレーキ液 - 注意事項 )、 34 ぺー
ジ ( ディスクブレーキ )、 35 ぺージ ( フロント
ブレーキ )、 37 ぺージ ( リアブレーキ )、 72
ぺージ ( ブレーキパッドの摩耗の点検 )

で 74 ぺージ ( スロットルグリップの調整 )

41 ぺージ ( エンジンオイル )、 61 ぺージ ( エ
ンジンオイル量の点検と補充 )

40 ぺージ ( タイヤ )

43 ぺージ ( リアブレーキペダルの遊びの調整 )

確 42 ぺージ ( クラッチ )

–

こ

81 ぺージ ( スイッチ類の点検 )

–

68 ぺージ ( ドライブチェーン )

31 ぺージ ( 燃料 )

38 ぺージ ( 冷却液 )、 39 ぺージ ( 冷却液の点
検と補充 )

25 ぺージ参照 [ スターター／エンジンストッ
プスイッチ ( - - )]

や 77 ぺージ ( バッテリー ) – 86 ぺージ ( ナン
バープレートランプ電球の交換 )
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走行前の点検

項目 点検内容

フロント・リアディ
スクブレーキ

正常に作動するかをチェック。レバーの遊び、ブレーキ液レベル、漏れの有無など
調べる。
ブレーキパッドの摩耗を点検。
必要な場合はブレーキ液を補充。

スロットル
全てのステアリングポジションでスロットルがスムーズに働くこと、開閉が完全に
きることを調べる。 必要な場合は、調節を行なうか、潤滑する。

エンジンオイル 点検後、必要であれば補給。

ホイール・タイヤ
タイヤの表面の状態、空気圧、磨耗状態、損傷があるかなどをチェックする。
タイヤのトレッドの溝に異物がはまった場合は、取り除いて下さい。

ブレーキレバー
ブレーキがスムーズに作動することを点検。
必要ならばジョイント部の潤滑や作動ストロークを調整。

クラッチ
クラッチレバー先端の遊びは約 10 mm。スナッチが出ないこと、抜けないことを
認。

ステアリング 左右の回転が均一で、スムーズ、また遊びや緩みがないことを調べる。

サイドスタンド、セ
ントラルスタンド

 ( 国によっては標
準装備 )

正しく作動することを確認。 スムーズに作動し、開閉の際に引っかかりなどがない
と、スプリングにより正しい収納ポジションに戻ることを確認。
必要な場合はジョイント部を潤滑。
サイドスタンドの安全スイッチが正常に動作することを確認。

固定部品 固定された部分が緩んでいないか調べる。 必要な場合は調整、締め直します。

ドライブチェーン 遊びを点検。

燃料タンク
レベルを点検し、必要な場合は補給。
燃料供給系統に漏れがないことを確認。
注入口のキャップが正しく閉まっているか調べる。

冷却液 液体のレベルが「MIN」と「MAX COLD LEVEL」の間であることを確認。

スターター / エンジ
ンストップスイッチ
( - - )

機能が正常に働くことを調べる。

ライト、警笛ホー
ン、リアストップラ
イトスイッチ、電気
装置。

ライト、警笛、各システムが正常に働くことを調べる。 必要な場合はバルブの交換
故障部分を修理。



ターパネルの警告灯がすべて点灯し、
に消灯します。

プが燃料回路を加圧する音が約 3秒聞
ます。

ターパネル上の燃料警告灯" "(4)が点
た場合は、できるだけ速やかに燃料を
してください 31 ぺージ ( 燃料 ) 参照。

4

Pegaso650IE-J.book  Page 48  Thursday, September 28, 2006  5:06 PM
48 取り扱い＋維持管理ブック  Pegaso 650 I.E. STRADA - TRAIL

2

1

エンジンの始動

ハンドル操作やインストルメントパネル
の視界を妨げないために、フロントフェア
リングの内側 ( ハンドルとインストルメン
トパネルの間 ) には何も置かないでくださ
い。

重要事項 エンジンを始動する前に「安
全運転のために」の章を注意してお読みく
ださい。
5 頁 ( 安全運転のために ) 参照。

排気中には吸引すると大変危険な一酸化
炭素が含まれています。 
閉め切った室内や換気の悪い場所でエン
ジンを始動しないでください。
上記の警告を無視すると、意識の喪失、お
よび窒息死にまで至る可能性があります。

重要事項 サイドスタンドが降りた状
態では、ギアがニュートラルポジションに
ある時だけエンジンをかけることができ
ます。この場合、ギアをニュートラル以外
のポジションに入れようとするとエンジ
ンが停止します。 

サイドスタンドが収納されている状態で
は、ギアがニュートラルポジションの時、
クラッチが切ってあればどこのポジショ
ンでも、エンジンをかけることができま
す。

◆ 乗車します。 44 ぺージ ( 車両への乗り降
り ) 参照。

◆ サイドスタンドが完全に格納されてい
るか確認してください。

◆ ディマースイッチ (1)を の位置にしま
す。

◆ エンジンストップスイッチ (2) を " " 側
に押します。

◆ イグニッションキー (3) を " " の位置に
回します。

メー
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9 7

暖機される前に急激な発進をしないでく
ださい。 
汚染物質の排出や無駄な燃料の消耗を防
ぐために、数キロ間は、速度を落として、
工ンジンを温めることに心がけてくださ
い。

警告灯  (9) が消灯しない、もしくはエン
ジン作動中に「EFI"」と同時に点灯する場
合は、 コントロールユニットが異常を検出
したことを意味します。 
多くの場合、エンジンは限られた性能で作
動し続けます。aprilia 社オフィシャル
ディーラーにご連絡ください。
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◆ フロントブレーキレバーをいっぱいに
引きます。

◆ クラッチレバー(5) をいっぱいに引いて、
シフトペダル (6) をニュートラルにしま
す [ グリーンのインジケーター " "(7) が
点灯 ]。

バッテリーの消耗を避けるため、スター
タースイッチは " " の位置で 15 秒以上押
し続けないでください。 
この間にエンジンが始動しない場合は、10
秒間待ってから再度スターターボタンを
" " で押します。

◆ スロットルグリップを戻した状態でス
ターターボタン (8) を " " の位置で押し
ます。エンジンが始動したら直ぐに離し
てください。 

スターターモーターを損傷する危険があ
りますので、始動したらスターターボタン
" " (8) をの位置で押さないでください。

エンジン作動中に、インストルメントパネ
ルの警告ランプ (9) と油圧シンボルが同
時に点灯する場合は、油圧の不足を意味し
ます。
この場合は、エンジンをすぐ停止して、
aprilia 社オフィシャルディーラーに連絡
してください。

◆ 発進するまで、少なくとも片方のブレー
キレバーを引き、加速をしないでくださ
い。

8

5

6



の方法： 
ンジンを始動します。48 ぺージ ( エン
ンの始動 ) 参照。
アビューミラーの向きを正しく調整
ます。

した状態でリアビューミラーの使用
慣れてください。 ミラーの表面は凸面
っているため、対象物までの距離が実
りも遠く見えます。 「広角視界」のこ
ラーに慣れていないと、後方の車両と
間距離を測るのが難しくなります。

ロットルグリップ(2)を戻し (Aの方向)、
ンジンをアイドリングにした状態で、
ラッチレバー (3) を一杯に引きます。
フトペダル(4)を踏み込んでギアを1速
入れます。
エンジン始動の際に ) かけておいたブ
ーキを放します。
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発進と走行

ハンドル操作やインストルメントパネル
の視界を妨げないために、フロントフェア
リングの内側（ハンドルとインストルメン
トパネルの間）には何も置かないでくださ
い。

重要事項 発進の前に「安全運転のため
に」の章をよく読んでください。5 頁 ( 安
全運転のために ) 参照。

走行中に、メーターパネル上に燃料警告灯
“ "(1) が点灯した場合は、燃料残量が 5
リットルであることを示します。
燃料の補給をすぐ行ってください。31 ぺー
ジ ( 燃料 ) 参照。

パッセンジャーが乗車していない場合は、
パッセンジャー用フットレストが閉じて
いることを確認してください。

また運転中は常に両手でハンドルをしっ
かり握り、両足はフットレストに載せてお
いてください。

決して変則的な姿勢で運転しないでくだ
さい。

パッセンジャーが乗る場合には、運転中に
ライダーのハンドル操作を妨げないよう
に注意を促してください。

発進の前に、スタンドが完全に通常の位置
に戻っているか確認して下さい。
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インストルメントパネルのランプ (5) が
消灯しない、あるいはエンジン作動中に点
灯し、 同時に油圧シンボルも表示される場
合は、油圧の不足を意味します。

この場合は、エンジンをすぐ停止して、
aprilia 社オフィシャルディーラーに連絡
してください。

ギアの「シフトダウン」は以下のような場
合に必要です：

◆ 下り坂の走行やブレーキをかける際に、
エンジンブレーキを併用することで制
動効果をより高めたい時。

◆ 上り坂の走行で、現在のギアポジション
が走行速度に適切でなく ( ギアポジショ
ンに対して走行速度が低すぎる )、エン
ジン回転数が落ち始めた時。

シフトダウンは一段ずつ行ってください。
同時に数段「シフトダウン」すると、最大
許容回転数を超える「オーバーレブ」の原
因となります。

シフトダウン」の前および「シフトダウ
ン」中は、スロットルグリップを戻し速度
を落としてください。最大許容回転数を超
える「オーバーレブ」の原因となります。

最大許容回転数に達すると警告灯が点滅
します  (5)。
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発進の際、クラッチレバーを急に放すとエ
ンストや車体の振動を起こす原因になり
ます。

クラッチレバーを放す時は、スロットルグ
リップを急激に回したり、回し過ぎないよ
うにしてください。こうした動作は、ク
ラッチレバーをゆっくり放した場合には、
クラッチが「抜けたり」、急に放した場合
には前輪が浮き上がる現象を起こします。

◆ クラッチレバー (3) をゆっくり離しなが
らスロットルグリップ (2) を徐々に回し
ます (B の方向 )。

車両が発進を始めます。

◆ 最初の数キロ間は低速で走行しエンジ
ンを温めるようにしてください。

推奨エンジン回転数を超えないでくださ
い。53 ぺージ ( 慣らし運転 ) 参照。

◆ スロットルグリップ (2) を徐々に回して
(B の方向 ) 加速します。ただしエンジン
回転数を推奨値以上に上げないでくだ
さい 53 ぺージ ( 慣らし運転 ) 参照。

2 速へのギアチェンジ：

ギアチェンジは速やかに行なってくださ
い。

低すぎる回転数で走行しないでください。

◆ スロットルグリップ(2)を戻し(Aの方向)、
クラッチレバー (3) を引いてからシフト
ペダル (4) をつま先でかき上げ、クラッ
チレバー (3) を戻してから加速します。

◆ ３速、4 速、5 速へとギアチェンジする場
合も、前記 2 項目の操作を繰り返してく
ださい。

「

2

3 4

5



ーキを使用せずに、車体が後退しない
にエンジンをふかし続けると、クラッ
過熱し損傷を受けます。

での急ブレーキによって転倒や横滑り
ことを避けるために、カーブに入る前
減速するか、適度な回し速度を保った
ブレーキレバーを軽く握るか、または、
加速
す。

坂でブレーキを連続的に使うとブレー
ッドが過熱し、制動力が弱まります。 下
では必ずエンジンブレーキを活用し、
ントおよびリアブレーキは断続的に併
てください。 
坂をエンジンを停めて走行することは
にやめてください。

不良時には、車両自体の視認性を高め
めにロービームライトを日中でも点灯
ください。路面が濡れていたり、グリッ
弱い状態（雪、氷、ぬかるみなど）の
、滑って転倒する危険がありますので、
を抑え、急ブレーキや乱暴なハンドル
は避けてください。
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「シフトダウン」 は次の手順で行ないます：

◆ スロットルグリップ (2)を戻します (Aの
方向 )。

◆ 必要な場合は、ゆっくりと両輪のブレー
キをかけて速度を落とします。

◆ クラッチレバー (3) を引いてクラッチを
切り、シフトペダル (4) を踏み下げてギ
アをシフトダウンします。

◆ ブレーキをかけていた場合は、ブレーキ
を解除します。

◆ クラッチレバーを戻してからゆっくり
と加速します。

ディスプレイにエラーメッセージ " " が表
示された場合は、冷却液温度が 118 ºC を超
えたことを示します。停車し、エンジンを
2 分間程度アイドリングした後、スターター
スイッチを“ ” の位置にして、冷却液レベ
ルをチェックしてください。 

38 ぺージ ( 冷却液 ) 参照。

冷却液レベルの状態がそれでも変わらない
場合は、エンジンを始動せず、aprilia 社オ
フィシャルディーラーにご連絡ください。
イグニッションスイッチを " " の位置に回
さないでください。冷却液温度にかかわら
ず冷却ファンが停止してしまい、さらに温
度が上がることになります。

エンジン作動中にディスプレイにエラー
メッセージ 「 SERVICE」が表示された場
合は、コントロールユニットが何らかの異
常を発見したことを示しています。

多くの場合、エンジンは限られた性能で稼
動し続けます。aprilia 社オフィシャル
ディーラーにご連絡ください。

クラッチの過熱を防ぐため、エンジン稼動
中に車体停止のままギアを挿入しクラッチ
レバーを作動させることは、できるだけ避
けて下さい。

車体のコントロールを失う危険があるの
で、スロットルグリップを続けて何度も開
閉させることは避けてください。 ブレーキ
操作の際は、先ずスロットルを閉じ、安定
した均一な制動力を得るよう両輪のブレー
キを適切に操作してください。

フロントまたはリアどちらか一方のブレー
キしか使用しない場合には、制動力がかな
り弱くなり、また車輪がロックしてスリッ
プする危険があります。

傾斜面で停止する場合は、スロットルを最
後まで戻し、ブレーキのみを使用して、車
両を停止してください。

ブレ
よう
チが

極限
する
には
まま
軽く
しま

下り
キパ
り坂
フロ
用し

下り
絶対

視界
るた
して
プが
時は
速度
操作
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◆ 500 km (312 mi) と 1000 km (625 mi) の
間では決して 5000 回転／分を超えない
ようにしてください。

最初の 1000 km (625 mi) を走行後は、ラ
イダー自身、第三者、および車両に危害、
損傷を生じないよう、aprilia 社オフィ
シャルディーラーに依頼し、定期管理表の
中にある「慣らし運転終了」の点検を実施
してください。58 ぺージ ( 定期管理表 ) 参
照。

◆ 1000 km (625 mi) と 2000 km (1250 mi)
の間では、速度を様々に変化させ、短時
間の最大加速を行い、各構成部品が良く
馴染むような活発な運転をしてくださ
い。エンジン回転数は5500 回転/分 (rpm)
を超えないでください ( 表参照 )。

◆ 2000 km (1250 mi) 走行後は次第にエン
ジンの最高性能を引き出すことができ
ます。

慣らし運転期間中のエンジン許容回転数

走行距離 km (mi) 回転数 / 分
(rpm)

0 – 500 (0 – 312) 4000

500 – 1000 (312 – 625) 5000

1000 – 2000 (625 – 1250) 5500
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路上の障害物や路面状態の変化には最大
限の注意を払ってください。

凸凹の路面、鉄道のレール、マンホールの
蓋、路上の塗装表示、工事現場の鉄板など
は雨に濡れるとスリップしやすく危険で
す。このような場所では急なハンドル操作
をせず、また車体をなるべく傾けずに走行
してください。 

車線変更や方向転換の際には早めにター
ンインジケーターライトで意志表示をし、
急なハンドル操作や危険な運転を避けて
ください。

車線変更、方向転換した後は直ちにターン
インジケーターライトを消灯してくださ
い。

他の車両を追い越したり、また、追い越さ
れたりする間は、最大限の注意を払ってく
ださい。 

降雨時に大型車が作る水煙は、視界をさえ
ぎります。また、急激な空気の移動にハン
ドルを取られる危険性があります。

慣らし運転

慣らし運転（ランニングイン ) は、エンジ
ンを長持ちさせ、正しい性能を引き出すた
めにとても重要です。 
エンジン、サスペンション、ブレーキが効
果的にランニングインできるように、可能
であれば、カーブや丘のある道を走るよう
にしてください。
慣らし運転中はさまざまな速度で走行す
るようにしてください。
こうした走行で、各パーツへ仕事の「負荷」
をかけ、次いで「無負荷」にしてエンジン
を冷ますことができます。 
ただし、エンジンへ負荷を与えることは重
要ですが、過度にならないよう注意してく
ださい。

重要事項 2000 km (1250 mi) の慣らし
運転を終えないとエンジンの最高性能を
引き出すことはできません。

以下の注意事項を守ってください：

◆ エンジンが低速回転中に、急激にスロッ
トルを開けたり全開にしたりしないで
ください。慣らし運転期間、慣らし運転
終了後ともこの注意を守ってください。

◆ 最初の 500 km (312 mi) まではブレーキ
操作は慎重に行ない、急ブレーキや長い
ブレーキ操作は避けてください。 これ
は、ブレーキディスクとパッドを正しく
馴染ませるために重要です。

◆ 最初の 500 km (312 mi) までは決して
4000回転／分(rpm) を超えないようにし
てください。



や車体の傾きすぎは燃料流出につな
ます。

ジン内で燃焼される燃料は可燃性が
、状況によっては爆発の恐れもありま

ドスタンドにはライダー、パッセン
ーの体重をかけないようにしてくだ
。

キング方法：

車場所を選びます。
両を停止します。54 ぺージ ( 停車 ) 参
。
ンジンストップスイッチ (3) を 側に
します。
ー (4) を回してイグニッションスイッ
(5) を の位置に回します。

降りに関する指示事項に必ず従って
さい。44 ぺージ ( 車両への乗り降り )
。

ッセンジャーがいる場合は、指示事項
従ってパッセンジャーを先に降りさ
てから、ライダーが降ります。
テアリングをロックします。27 ぺージ
テアリングロック ) 参照。

が安定しているか確認してください。
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停車

可能な限り、急激な停車や減速、また極限
でのブレーキ制動は避けてください。

◆ 速度を落とすには、スロットルグリップ
(1) を戻し (A の方向 ) 両輪のブレーキを
徐々にかけ、同時にギアを「シフトダウ
ン」します。50ぺージ (発進と走行 )参照。

速度が落ちてきたら車両を完全に停止さ
せる前に：

◆ エンストを防止するためクラッチレ
バー (2) を引きます。

車両が停止したら：

◆ シフトペダルをニュートラルにします
( グリーンのインジケーター " " 点灯 )。

◆ クラッチレバー (2) を放します。
◆ 一時停止中は、フロントまたはリア、少
なくとも一方のブレーキをかけておき
ます。

パーキング

駐車場所の選択は大変重要です。交通標識
を遵守し下記の注意事項をお守りくださ
い。

転倒を防ぐため、平らで安定した場所に駐
車してください。

車体を壁などに立てかけたり、地面に寝か
せて置いたりしないでください。
車体、特に熱くなっている部分が周囲の
人々や子供にとって危険にならないよう
注意してください。 エンジンがかかった状
態や、イグニッションスイッチにキーを挿
し込んだ状態で放置しないでください。

たとえ止まっていても冷却ファンには近
づかないでください。急に回り始めて衣服
の端や髪の毛などを巻き込む危険があり
ます。

転倒
がり

エン
高く
す。

サイ
ジャ
さい
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◆ 駐車場所を選んでください。
54 ぺージ ( パーキング ) 参照。

◆ 左スロットルグリップ (1) とハンドル
バー (2) を握ります。

サイドスタンドを伸ばすのは、車体が転倒
したり、平衡を失って転覆するのを避ける
など安全を期するためです。

重要事項 サイドスタンドは接地させ
ないでください。 車体を垂直状態に保ちま
す。

◆ 右足でサイドスタンド (3) を完全に開く
まで踏み下げます。 

◆ センタースタンドのレバー (4) (Pos.A)
を地面に着くまで押します。

3

4
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スタンドの立て方

サイドスタンド

運転姿勢からのサイドスタンドの立て方に
ついては、44 ぺージ ( 車両への乗り降り )
を参照してください。

何らかの操作 ( たとえば車両の移動 ) のた
めにスタンドを格納する必要があった場
合は、次の手順で再びスタンドを立ててく
ださい：

障害物のない堅く水平な場所に駐車して
ください。

◆ 駐車場所を選んでください。
54 ぺージ ( パーキング ) 参照。

◆ 左スロットルグリップ (1) とハンドル
バー (2) を握ります。

◆ 右足でサイドスタンド (3) を完全に開く
まで踏み下げます。

◆ サイドスタンドが地面に着くまで車体
を傾けます。

◆ ハンドルを左側いっぱいに切っておき
ます。

車体が安定しているか確認してください。

センタースタンド  ( 国によっては標準
装備 )

運転体勢でセンタースタンドを降ろすこ
とは禁止されています。

障害物のない堅く水平な場所に駐車して
ください。



の欄に必要事項を記入しておくと、盗難
が発見された場合の所有者確認に役立
ます。

：.................................

：.................................

所：...............................

................................................................

話番号：...........................

要事項 このマニュアルに記入され
事項のおかげで盗難車の所有者が確認
れるケースがよくあります。
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4

取り扱いには、十分注意してください。

車体の重量のためにセンタースタンドに
車体を配置するのが難しい場合がありま
す。 センタースタンドに車体を載せたら、
スロットルグリップ (1) とハンドルバー(2)
を放します。

◆ センタースタンドのレバー (4) (Pos.B)
に体重を掛け、同時に車体後方に
(Pos.C) 腰を動かします。

車体が安定しているか確認してください。

◆ サイドスタンドを収納します。

盗難防止のために

ディスクをロックする装置は使用しない
でください。 この注意が守られなかった場
合は、ブレーキシステムを烈しく損傷した
り、身体に重大な危害を与える、また場合
によっては死に至る事故を引き起こす危
険があります。

イグニッションスイッチにキー (1) を挿し
込んだままにしないでください。常にステ
アリングロック " " をかけてください。

可能であれば、ガレージやガードマンのい
る駐車場を利用しましょう。

何らかの盗難防止装置を使用するように
してください。

関係書類に手落ちがないか、また納税済み
か確認してください。

下
車
ち

姓

名

住

...

電

重
た
さ

1
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特に指示がない限り、パーツの取り付けは
取り外し作業の逆の手順で行なってくだ
さい。

メンテナンスの際はゴム手袋の着用をお
薦めします。

通常のメンテナンスはユーザーでも行な
えますが、中には特殊工具や技術的知識を
必要とするものもあります。 
定期点検、アシスタンスサービス、技術的
アドバイスなどが必要な場合は、お気軽に
aprilia 社オフィシャルディーラーにご相
談ください。適切で迅速なサービスをお約
束します。

修理や定期点検整備の後には、路上での走
行テストを aprilia 社オフィシャルディー
ラーに依頼されるようお薦めします。
メンテナンス作業を行った後も、個人的に
事前チェック」を必ず行ってください。

47 ぺージ ( 走行前の点検 ) 参照。
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メンテナンス

2 ぺージ ( 安全に関するお知らせ )、( テク
ニカルインフォメーション ) および ( 警告 -
注意 - 一般的注意事項 ) をよく読んでくだ
さい。

火災の危険があります。
電装構成部品には、燃料及びその他の引火
物を近づけないで下さい。

点検整備を始める前には必ずエンジンを
止め、キーをイグニッションスイッチから
抜いて、エンジンと排気系統が完全に冷え
るのを待ちます。できれば作業用スタンド
などを用い車体を持ち上げ、堅く水平な面
に置きます。

作業を開始する前に作業場の換気を確認
してください。 

火傷の危険がありますので、熱くなってい
るエンジンや排気系統に触れないよう充
分注意してください。 

車両の部品などを口に含まないでくださ
い。物質によっては、有害でとても危険で
す。

「



ディーラーにファイナルトランスミッ
、チェーン)の点検を依頼してください。

運転終
000 km 
5 mi)]

10000 km 
(6250 mi) ご
と、または
12ヶ月ごと

20000 km 
(12500 mi) ご
と、または
24ヶ月ごと

" " –
– " $

" – "

– " –

" " –

" " –
– – "

– " –

1000 km (625 mi) ごと : "
1000 km (625 mi) ごと : %

% % –

– " –

始動ごと : "

ファイナルトランスミッションを
交換する毎 : $

500 km (375 mi) ごと : "

"
走行前に毎回、および 2000 
km (1250 mi) 走行ごと： "

– – "

Pegaso650IE-J.book  Page 58  Thursday, September 28, 2006  5:06 PM
58 取り扱い＋維持管理ブック  Pegaso 650 I.E. STRADA - TRAIL
定期管理表

aprilia 社オフィシャルディーラー にて行
なう作業 ( ユーザーでも実施可能なもの )

各部名称

" = 点検、清掃、調整、潤滑、必要な場合
は部品交換など。

# = 清掃

$ = 部品交換

% = 調整

重要事項 車両を雨や埃の多い場所、凸
凹な激しい道路で使用する場合は、メンテ
ナンスの回数を増やしてください。

(*) = (*) = 15日ごとまたは指定期間ごとに
点検してください。

(**) =  ( 国によっては標準装備 )。
CO = 一酸化炭素

5000 km (3125 mi) 毎に、aprilia 社オフィシャル
ション(フロントスプロケット、リアスプロケット

部品
慣らし
了 [1

(62

バッテリーターミナルボルトの締め付け

スパークプラグ

フォーク

ライト類の機能／光軸

ライト類装置

セーフティスイッチ類

ブレーキ液

冷却液

サイドバッグのフック (**)

タイヤ

タイヤ空気圧 (*)

アイドリング回転数と CO

サイドバッグと後部トランクの固定締め
付け (**)

警告灯

ラバークッシュドライブ、スライディン
グローラー

チェーン張力と潤滑

ブレーキパッドの摩耗

クッシュドライブの磨耗とクッシュドラ
イブユニットの遊び
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し運転終了
00 km (625 

mi)]

10000 km (6250 
mi) ごと、または

12ヶ月ごと

20000 km (12500 
mi) ごと、または

24ヶ月ごと

– – "

" – –
" " –
– " –
" " –
– " –
– – "

" " –

– " –
" " –
– – "

– " $

$ $ –
# – #

" " –
% % –
% – %

" " –
– " –

2 年ごと $

– – $

$ $ (*) –
は 30000 km (18750 mi) 走行後、その後は 20000 

km (12500 mi) 走行ごと： $
磨耗した場合 $

" "
–
–

" – "

" " –

5000 km (3125 mi) ごと : "

– " 4 年ごと $
– " –
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クラッチの摩耗
aprilia 社オフィシャルディーラーで行う
作業

各部名称

" = 点検、清掃、調整、潤滑、必要な場合
は部品交換など。

# = 清掃

$ = 部品交換

% = 調整 

重要事項 車両を雨や埃の多い場所、凸
凹な激しい道路で使用する場合は、メンテ
ナンスの回数を増やしてください。

CO = 一酸化炭素

部品
慣ら
[10

リアショックアブソーバー

バッテリーターミナルボルトの締め付け

混合気、CO 調整

タイミングベルト

コントロール・トランスミッションケーブル

ホイールセンタリング

リアサスペンション・コンロッドベアリング  
ステアリングチューブベアリング、ステアリングの
遊び

ホイールベアリング

ブレーキディスク

燃料ポンプフィルター

エアフィルター

エンジンオイルフィルター

エンジンオイルフィルター ( タンク上 )
総合車体機能

クラッチの遊び

バルブクリアランスの調整

ブレーキシステム

冷却システム

ブレーキ液

冷却液

フォークオイル

エンジンオイル

フォークオイルシール
初回

ブレーキパッド

ホイール / タイヤ

ナット、ボルト、ネジ類の締め付け

サスペンション

スポーク張力

ファイナルトランスミッション ( チェーン、リアお
よびフロントスプロケット )

燃料ホース



外したクリック固定輪を再度取り付
うとしないでください。取り外したク
ク固定輪の再使用はできません。
外したクリック固定輪を管締め用ネ
たは他の固定輪で代用しないでくだ
。

は慎重に行い、ジョイント部の部品を
しないように注意してください。 
ライヤーでクリック固定輪の頭部を
れるまで動かしてください。

プ締め付け用スクリュークランプ 
外しおよび取り付けは通常のドライ
で行います。 

輪の状態を確認し、必要ならば同種・
イズの固定輪と交換してください。部
、aprilia 社オフィシャルディーラー
お問い合わせ下さい。
リュー締め付けの際は、ジョイント部
定具合を確認してください。 
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車体識別番号

フレームナンバーおよびエンジンナン
バーをこのページに書き控えておくよう
お薦めします。

フレームナンバーはスペアパーツをオー
ダーする際に必要な場合があります。

重要事項 これらの識別番号を改ざん
することは重い刑事処罰および行政処罰
の対象になります。特にフレームナンバー
を改ざんした場合は正規保証外の扱いに
なります。

フレームナンバー

フレームナンバー (1 )  はステアリング
チューブ右側に刻印されています。

フレームナンバー __________________

エンジンナンバー

エンジンナンバー (2) はクランクケース後
方、フロントスプロケットの近くに刻印さ
れています。

エンジンナンバー __________________

クリック固定輪と管締め用ネジによる
ジョイント

メンテナンスの一環としてのみ、指定の固
定輪を外すことができます。

以下の説明は車体に装備されている固定
輪を任意に取り外すことを許可するもの
ではありません。

固定輪を取り外す前に、取り外しにより液
漏れの恐れがないことを確認してくださ
い。必要であれば漏れを防ぐ処置を行い、
特にジョイント部を保護してください。 

クリック固定輪 
取り外しの際は通常のピンセットを使用
する事ができますが、取り付けの際は特別
のツールが必要となります ( 下記参照 )。
取り外す前に、再度正しく取り付けるため
に必要なツールを備えてください。

重要事項 指定の専用ツール を準
備します：
- 固定輪取り付け用ピンセット　29 ぺー
ジ ( スペシャルツール ) 参照。

再度取り付けの際、取り外したクリック固
定輪を必ず同サイズの新品と交換してく
ださい。新品は aprilia 社オフィシャル
ディーラーまでお問い合わせ下さい。
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イルには、添加物やその他の物質を混ぜ
いで下さい。

ょうご等を使用する場合には、清潔なも
であることを確かめてから使用して下
い。

要事項 15W – 50 クラスの良質オイ
を使用してください。 

3 ぺージ ( 指定油脂類表 ) 参照。

キャップ /計量スティック (1)を取り外し
た後、適正レベルに達するまで注油口 (2)
からオイルを補充します。 93 ぺージ ( 指
定油脂類表 ) 参照。
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エンジンオイル量の点検と補充

41 ぺージ ( エンジンオイル ) 、 
57 ぺージ ( メンテナンス ) をよく読んでく
ださい。

最初の 1000km (625 mi) 後と、その後、
10000km (6250 mi)もしくは12ヶ月ごとに
エンジンオイルのレベルを点検します。 交
換は aprilia 社オフィシャルディーラー。
に依頼してください。

エンジンオイルの点検は次の手順で行
なってください：

重要事項 暖機してエンジンオイルを
作動温度に上げるためには、車両を停止し
た状態でアイドリングしないでください。
郊外の道路をエンジンオイルが作動温度
に上昇する程度に約 15 km (10 mi) 走行す
るか、ツーリング後に エンジンオイルを点
検 するのが正しい方法です。

◆ エンジンを停止します。54ぺージ (停車 )
参照。

◆ 両輪を地面に着けたまま車体を垂直に
保持します。

◆ 計量スティック (1)をもとの注油口 (2)に
戻します。キャップは閉めないでおきま
す。

◆ もう一度、計量スティック (1) を抜き取
り、スティックのオイルのレベルを読み
取ります：

MAX = 最大レベル

MIN = 最小レベル

“MAX” と “MIN” 液量差は約300 cm³です。

◆ 液面が“MAX”マーク近くまで達してい
れば適量です。

エンジンに重大な損傷を与える危険があ
るので、液面が "MAX" マークを超えない
よう、また決して "MIN" マーク以下になら
ないよう注意してください。

必要な場合は次の手順でエンジンオイル
を補充してください：

オ
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要事項 アクスルシャフトを楽に抜
取るには、ホイールを軽く持上げるよう
してください。

ロントホイールを支えながらアクス
シャフト (5) を手で抜き取ります。
イールの両側からスペーサーを取り
します。
ロントホイールを前方へ引き抜きな
ら外します。

イールを取り外してから、ブレーキレ
ーを操作しないで下さい。キャリパーの
ストンの位置がずれて、ブレーキオイル
漏れにつながります。 そのような場合に
aprilia 社オフィシャルディーラーにご
談ください。適切な整備を行ないます。

2
4

3

5 4
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フロントホイール

フロントホイールの取り外しや取り付け
は、経験のない人には困難な場合がありま
す。 
必要な場合は、aprilia 社オフィシャル
ディーラー に連絡してください。

ご自分で行なう場合は以下の指示に従っ
てください。

57 ぺージ ( メンテナンス ) をよく読んでく
ださい。

フロントホイールの取り外しや再取り付
けの際は、ブレーキホース、ディスク、パッ
ド等に損傷を与えないように注意してく
ださい。

ホイールが損傷した状態で走行すると、ラ
イダー自身や第三者、また車両の安全を損
なうおそれがあります。

ホイールの状態を点検し、損傷している場
合は交換を依頼してください。

ホイールの取り外し、取り付けには、正し
いトルクで締め付けるためのトルクレン
チが必要です。トルクレンチがない場合は
この作業を行わないでください。

重要事項 車両乾燥重量： 
180 kg.

フロントホイールの取り外し

◆ 車両を専用の作業用フロントスタンド
に載せます。67 ぺージ ( 作業用フロント
スタンド使用法 ) 参照。

◆ フロントホイールを外した際にそのま
まの位置に保持するため、適当な保持台
(1) をタイヤの下に置きます。

車体が安定していることを確認してくだ
さい。

◆ 固定ネジ (2) をゆるめ、ブレーキキャリ
パーを取り外します。

フロントブレーキキャリパーはいじらな
いでください。

◆ アクスルシャフトのナットを (3) を緩め
ます。

◆ アクスルシャフト (5) の両側のクランプ
スクリュー (4) を少し緩めます。

◆ アクスルシャフト (5)を完全に緩めます。
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フロントスタンドを取り外します。67 ぺー
ジ ( 作業用フロントスタンド使用法 ) 参
照。
リヤスタンドを取り外します。
67 ぺージ ( 作業用リアスタンド使用法 )
参照。
フロントブレーキレバーを引いた状態で、
繰り返しハンドルバーを押し下げてフロン
トフォークを押し込みます。 これにより
フォークレッグが正しくセットされます。
スタンドに車両を配置します。
55 ぺージ ( スタンドの立て方 ) 参照
両側のシャフトクランプスクリュー (4) を
締めます。

ャフトクランプスクリューの規定締め付け
ルク：  412 Nm (1.2 kgm)
以下の部品に汚れがないことを確かめて下
さい：
タイヤ
ホイール
ブレーキディスク

ロントホイールの取り付け後は、フロント
レーキレバーを繰り返し引いてみてブレー
系統が正しく作動することを確認してくだ
い。
イダー自身も含めた重大な人身事故につな
る危険があるので、各部の締め付けトルク、
イールのセンタリング、ホイールバランス
点検は aprilia社オフィシャルディーラー
依頼してください。
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取り付け
◆ アクスルシャフト (5)の全長にわたって、薄
くグリースを塗布します。93 ぺージ ( 指定
油脂類表 ) 参照。

ホイール取り付けの際は、ブレーキパイプ、
ディスク、パッド等に損傷を与えないよう注
意してください。
◆ 保持台 (1) の上にホイールを乗せ、両側の
フォークレッグの間に差し込みます。

ブレーキキャリパーにディスクを挿入する際
は、損傷を与えないように注意してください。

ケガをするおそれがありますので、 指を使っ
て穴の位置決めをすることは避けてくださ
い。
◆ フロントホイールの中心をフロントフォー
クの穴に一致させます。

◆ ホイールハブと右側フォークの間にスペー
サーを１枚入れます。

◆ もう一方のスペーサーをホイールハブと左
側フォークの間に入れます。

◆ 右側からアクスルシャフト (5) を完全に挿
入します。

◆ アクスルシャフト右側クランプスクリュー
(4) を締めます。

◆ アクスルシャフトナット (3) を締め付けま
す。

◆ アクスルシャフト左側クランプスクリュー
(6) を締めます。

◆ アクスルシャフト右側クランプスクリュー
(4) を締めます。

◆ フロントエンドに圧力がかかるように押
し、フォークレッグを馴染ませます。

◆ アクスルシャフト右側クランプスクリュー
(4) を締めます。

ナット締め付けトルク (3): 80 Nm (8 kgm)
タイヤの下の保持台 (1) を取り外します。
固定ネジ (2) を締め、ブレーキキャリパーを
取り付けます。

ブレーキキャリパー固定ネジ締め付けトルク
(2): 50 Nm (5 kgm)

車両の重量、サイズを鑑みて、作業は 2 人で
行ってください。

重要事項 車両乾燥重量：180 kg.
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要事項 アクスルシャフトを楽に抜
取るには、ホイールを軽く持上げるよう
してください。

クスルシャフト (4) を右側から抜き取
ます。

要事項 チェーン (5) をリアスプロ
ット (6) の外側に外してください。

アホイールを少し前方へ進め、チェー
(5)をリアスプロケット (6)から外しま
。
アホイールを後方へ引き抜きながら
イングアームから外します。このとき
レーキディスクやブレーキキャリ
ーに損傷を与えないように注意して
ださい。
ポートプレート (7) をブレーキキャリ
ー (8) から取り外します。

1

8
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リアホイール

リアホイールの取り外しや取り付けは、経
験のない人には複雑で難しい作業かも知
れません。

必要な場合は、aprilia 社オフィシャル
ディーラー に連絡してください。 

ご自分で行なう場合は以下の指示に従って
ください。

57 ぺージ ( メンテナンス ) をよく読んで下
さい。

火傷の危険がありますので、以下の作業は
エンジンおよびサイレンサーが常温に
戻ってから行なってください。

ホイールが損傷した状態で走行すると、ラ
イダー自身や他の人々、また車両の安全を
損なうおそれがあります。
ホイールの状態を点検し、損傷している場
合は交換を依頼してください。

フロントホイールの取り外し

◆ 車両を専用のリアスタンドに載せます。
67 ぺージ ( 作業用リアスタンド使用法

) 参照。
◆ ホイールを外した際にそのままの位置
に保持するため、適当な保持台 (1) をタ
イヤの下に置きます。

◆ ナット (2) を緩めて外し、ワッシャー (3)
を保管します。

ナット締め付けトルク (2): 100 Nm (10
kgm)
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重要事項 5個のハブダンパーの状態を
点検します。損傷があったり、磨耗が激し
い場合は交換してください。58 ぺージ ( 定
期管理表 ) 参照。

取り付け

重要事項 ハブダンパーの間の所定位
置にドライバーピンを差し込み、ファイナ
ルトランスミッションユニットをアクス
ルシャフトと平行に挿入します。

◆ 5 個のハブダンパーをダンパーマウント
(10) 上の所定位置に置きます。

◆ 両手でリアスプロケットの外周部分 (6)
を持ち(C)、ファイナルトランスミッショ
ンユニット（9）をダンパーマウント（10）
に差し込みます。
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119
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ホイールを取り外した後、リアブレーキレ
バーの操作を行わないで下さい。所定位置
からピストンが外れて、ブレーキオイル漏
れの危険があります。 そのような場合には
aprilia 社オフィシャルディーラーにご相
談ください。適切な整備を行ないます。

取り扱いには、十分注意してください。
ファイナルトランスミッションユニット
(9) がダンパーマウント (10) 上に取り付け
られている場合は、リアホイールを裏返し
たり、リアスプロケット側 (A) を下にして
寝かせた状態で回したりしないでくださ
い。ファイナルトランスミッションユニッ
トが抜け落ち、リアスプロケット (6) を損
傷するおそれがあります。

重要事項 ホイールを走行状態のよう
に ( 立てて ) 置く場合や、リアスプロケッ
ト側を上にして水平に置く場合は、ファイ
ナルトランスミッションユニットを取り
外す必要はありません。ただしどちらの場
合も裏返らないよう注意してください。

重要事項 5 個のナット (11) は決して
緩めないでください。 ファイナルトランス
ミッションユニットは、一体でダンパーマ
ウントから抜き取ります。

◆ 両手でリアスプロケットの外周部分 (6)
を持ち (B)、ファイナルトランスミッショ
ンユニット （9）を車軸方向に抜き取り
ます。

◆ ダンパーマウント (10)から5個のハブダ
ンパーを取り外します (10)。



下の部品に汚れがないことを確かめ
下さい：
イヤ
イール
レーキディスク

ホイールの取り付け後は、リアブレー
ダルを繰り返し操作し、ブレーキ系統
しく動作することを確認してくださ

ダー自身も含めた重大な人身事故に
がる危険があるので、各部の締め付け
ク、ホイールのセンタリング、ホイー
ランスの点検は aprilia 社オフィシャ
ィーラー にご依頼ください。

1
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取り付け作業を始める前にブレーキキャ
リパー（9）サポートプレート（8）が正し
い位置にあることを確認します。プレート
のスロットが右側スイングアーム内側に
あるピンに入っていることを確認します。

ブレーキキャリパーにディスクを挿入す
る際は、損傷を与えないように注意してく
ださい。

◆ 保持台 (1)の上にホイールを乗せ、両側の
スイングアームの間に差し込みます。

チェーンとリアスプロケットの間に指を
はさまないように注意してください。

◆ リアホイールを少し前方へ進め、チェー
ン(5)をリアスプロケット(6)にかけます。

◆ アクスルシャフト (4) に均等に小量のグ
リースを塗布します。93 ぺージ ( 指定油
脂類表 ) 参照。

ケガをするおそれがありますので、
指を使って穴の位置決めをすることは避
けてください。

◆ ホイールの中心がスイングアームの穴
に一致するよう、リアホイールを後方に
戻します。

◆ ブレーキキャリパー (9) が取り付いたま
まのプレート (8) を、位置決めキーを支
点にして回し、ホイール中心との位置を
揃えます。

◆ 左側からアクスルシャフト (4) を完全に
挿入します。

重要事項 アクスルシャフト (4)が完全
に挿入されていることを確認します。

◆ ワッシャー (3) を元どおりに取り付け、
ナット (2) を手で仮締めします。

◆ 専用スパナーでアクスルシャフト (4) を
ロックし、ナット (2) を締め付けます。

ナット締め付けトルク (2): 100 Nm (10
kgm)。
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作業用フロントスタンド使用法

重要事項 車体をフロントスタンドに
配置するには、専用リアスタンドが必要で
す 。

◆ 車体を専用のリアスタンドに載せます。
67 ぺージ ( 作業用リアスタンド使用法

) 参照。
◆ 左右のフロントフォーク末端にあるホ
ルダー穴 (10) に、フロントスタンド (9)
の左右のホルダー部先端を同時に挿入
します。

◆ フロントスタンド(11)の前部端に片足を
乗せます。

◆ フロントスタンド (11) をいっぱいまで
下に押し込みます（図参照）。
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作業用リアスタンド使用法

◆ フロントブレーキレバー (4) を一杯に引
き、ボール紙 (5) を差し込みます。プラ
スチックのバンド (6) を使いブレーキレ
バー(4) を一杯に引いた状態を保ちます。

両方のスイングアームを支えて車体を持
ち上げます。

◆ 車体の後ろ側からスタンドを入れ、2 本
のサポートシャフト (3) がスイングアー
ムのピンに掛かるようにして置きます。

重要事項 誰かに手伝ってもらい、両輪
を地面に着けたまま車体を垂直に保持し
ます。

◆ リアスタンド (7) の後部端に片足を乗せ
ます。

◆ リアスタンド (7) をいっぱいまで下に押
し込みます（図参照）。



ェーンの遊びが一定であっても、25mm
上、もしくは 20mm 以下の場合は、
ェーン張力の調整をしてください 68
ージ ( チェーン張力の調整 ) 参照。

ェーン張力の調整

ェーン張力の点検後、必要がある場合は
整をします。遊びを大きくする場合は
ェーンを緩め、逆に小さくする場合は張
を強くします。

両を専用のリアスタンドに載せます。
7 ぺージ ( 作業用リアスタンド使用法

) 参照。
ット (1) を緩めます。

1
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ドライブチェーン

57 ぺージ ( メンテナンス ) をよく読んでく
ださい。

この車両はマスターリンクのない、エンド
レスタイプのチェーンを装備しています。

チェーンが弛み過ぎていると、騒音や
チェーンの振動衝突が生じ、スライダーや
チェーンガイドを摩耗させるおそれがあ
ります。
定期的にチェーン張力を点検し、必要な場
合は調整してください。68 ぺージ ( チェー
ン張力の調整 ) 参照。
チェーンの交換は必ず aprilia 社オフィ
シャルディーラーにご依頼ください。迅速
で適確なサービスをお約束します。

整備が正しく行なわれていないと、チェー
ンの摩耗を早めるだけでなく、フロントス
プロケットおよびリアスプロケットに損
傷を与えます。

車両を厳しい条件下で使用したり、埃ぽい
道路、ぬかるみの道路などを走行する場合
は、点検を通常よりも頻繁に実施してくだ
さい。

チェーン張力の点検

チェーン張力の点検は以下の手順で行
なってください：

◆ エンジンを停止します。54ぺージ (停車 )
参照。

◆ 車両を専用のリアスタンドに載せます。
67 ぺージ ( 作業用リアスタンド使用法

) 参照。
◆ シフトペダルをニュートラルにします。
◆ フロントスプロケットとリアスプロ
ケットの中間部で、下側のチェーンの振
幅が約 20-25 mm であることを確認しま
す。

◆ 手でホイールを回し、チェーンの振幅を
数箇所で点検します。
全ての箇所で同じ遊びがあることを確
認します。

ホイールの回転位置によって大きな弛み
が見られる場合は、リンクが潰れているか
固着しています。この場合は aprilia 社オ
フィシャルディーラーにご相談ください。
チェーンは頻繁に潤滑してください。69
ぺージ ( チェーンの清掃と潤滑 ) 参照。
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ェーンの清掃と潤滑 

ェーンのリンク接合部にはシールリング
使われ、グリースを内部に保持していま
。 
ェーンの潤滑、清掃、交換などの作業の
は細心の注意が必要です。

ェーンを洗浄する際は、高圧水や蒸気の
ェット、可燃性の溶剤などは絶対に使用
ないでください。

チェーンをナフタまたは灯油で洗浄しま
す。 早めに錆びてしまう場合はメンテナ
ンスの頻度を上げてください。

ェーンの潤滑は 500 km (312 mi) 走行ご
、また必要に応じてさらに頻繁に行なっ
ください。

洗浄後は完全に乾かし、潤滑を行ないま
す。必ずシールドタイプのチェーンに対
応したスプレーグリースを使用してくだ
さい。93 ぺージ ( 指定油脂類表 ) 参照。

販されているチェーン用グリースの中に
、ゴム製のシールリングに損傷を与える
分を含んだものもありますのでご注意く
さい。

要事項 チェーンの潤滑を行なった
後は車両を使用しないでください。遠心
によりグリースが飛び散り周囲を汚して
まいます。
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重要事項 ホイールセンタリング用に
スイングアーム上のアジャスター (2) と
(3) の動きに対応したポジションマークが
付いています。

◆ 左右アジャスター (2) と (3) でチェーン
張力を調整します。この際、左右のポジ
ションマークの値が一致するようにし
ます。

◆ ナット (1) を締め付けます。

ナット締め付けトルク (1): 100 Nm (10
kgm)

◆ チェーンの遊びを点検します。 
68 ぺージ ( チェーン張力の点検 ) 参照。

チェーン、フロントスプロケット、リア
スプロケットの摩耗の点検

チェーン、フロントスプロケット、リアス
プロケットを点検し、以下の兆候がないこ
とを確認します。

- ローラーの損傷。
- ピンの緩み。
- リンクのオイル切れ、錆び、潰れ、固着。
- 極端な摩耗。
- シールリングの欠如。
- 各スプロケットの歯の極端な摩耗、損

傷。

チェーンのローラーの損傷、ピンの緩み、
オイルシールの損傷、欠如がある場合に
は、チェーンユニット全体 ( フロントスプ
ロケット、リアスプロケット、チェーン )
を交換する必要があります。

頻繁にチェーンの潤滑を行なってくださ
い。オイル切れ、錆びなどが見られる場合
は特に頻繁に実施してください。

また、潰れたり固着した部分は、スムーズ
に動くよう潤滑と修理が必要です。
修理が不可能な場合には aprilia 社オフィ
シャルディーラーにチェーンの交換をご
依頼ください。

◆ スイングアームガードスライダーの磨
耗を点検します。

◆ 下のチェーンスライダーローラーの磨
耗を点検します。 必要な場合は交換しま
す。
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サスペンション

サスペンションは、スプリング－
ックアブソーバー・ユニットから成
フレームにはユニボールで、リア
ークにはレバー装置によって接続さ
います。 
に合わせた調整が行えるよう、ショッ
ブソーバーには以下が装備されてい
：

バウンドダンピング調整用スク
ューアジャスター (1)
プリングプリロード調整用リング
ット (2)

1

2
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ベリーパンの取り外し

57 ぺージ ( メンテナンス ) をよく読んでく
ださい。

エンジンとサイレンサーが完全に冷える
まで待ってから作業を始めてください。

◆ スタンドに車両を配置します。55 ぺージ
( スタンドの立て方 ) 参照

◆ 2 本のねじ（1）をゆるめて取り外します。

プラスチック部品や塗装部品は、掻き傷を
つけたり割ったりしないよう慎重に扱っ
てください。

◆ ベリーパン（オイルサンプガード）(2) を
取り外します。

重要事項 ベリーパン (2)内の防音財材
が劣化している場合は、aprilia 社オフィ
シャルディーラー に交換を依頼してくだ
さい。

チェーンカバーの取り外し

57 ぺージ ( メンテナンス ) を注意して読ん
で下さい。

◆ スタンドに車両を配置します。55 ぺージ
( スタンドの立て方 ) 参照。

◆ 2 本のねじ（1）をゆるめて取り外します。
◆ 反対側からねじ（2）をゆるめて取り外
します。
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ンピング (
閉状態から
クリック／
回数 )

フロント / リ
アタイヤ空気
圧 (STRADA
バージョン )

フロント / リ
アタイヤ空気
圧 (TRAIL
バージョン )

3 (1 回転 ) 1.8/2.0 1.9/2.1

  (1/2 回転 ) 1.9/2.2 1.9/2.3

  (1/4 回転 ) 1.9/2.2 1.9/2.3

1
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リアショックアブソーバーの調整

20000 km (12500 mi) 走行ごとにリア
ショックアブソーバーを点検し、必要なら
ば調整します。

リアショックアブソーバーの標準設定は、
殆どの運転条件を満たすように調整され
てあります。
製造工場での通常の調整では体重約 70kg
のライダーを対象として行われます。
パッセンジャーを乗せたり、最大加重を積
載するなど荷重条件が異なる場合は、
aprilia 社オフィシャルディーラーにお問
い合わせください。

車両の使用条件に応じ、スクリュー (1) を
使ってリバウンドダンピングの調整がで
きます。調整の際は以下の点を注意してく
ださい：

凸凹な路面 – 堅い調整 (HARD): 
◆ スクリュー(1) を右側に ( 時計回り方向 )
に回します。

通常の路面 – 柔軟な調整 (SOFT): 
◆ スクリュー (1) を左側に ( 反時計回り
方向 ) に回します。

使用状況に応じてスプリングプリロード
とリバウンドダンピングを調整してくだ
さい。

走行中に車体が急にはね上がる危険があ
りますので、スプリングプリロードを大き
くした場合はリバウンドダンピングも大
きくする必要があります。

必要な場合は aprilia 社オフィシャル
ディーラー に連絡してください。

最適な調整が得られるまで、路上で繰り返
し試運転をしてください。

リアショックアブソーバーの調整

リアショックアブソーバー プリロード (
全く調整され
ていない状態
からのステッ

プ数 )

ダ

全
の

ライダーのみ ( ソフト調整 ) 3

ライダー＋荷物、またはラ
イダー＋パッセンジャー
( 中間調整 )

9 5

ライダー＋パッセンジャー
＋荷物 ( ハード調整 )

9 3
1



とえフロント (3) またはリア (4)1 個の
ッドだけでも、 摩擦材が 1.5 mm 程度の
さまでに摩耗している場合、もしくは摩
の目安となる溝が1本でも見えなくなっ
いる場合は：

-フロントブレーキキャリパーについて
は、ブレーキパッドを両方とも交換し
ます。

-リアブレーキキャリパーについては、ブ
レーキパッドを両方とも交換します。

換は aprilia 社オフィシャルディーラー
依頼してください。

= 1,5 mm= 1,5 mm**

*

*

*

*

4
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3

= 1,5 mm= 1,5 mm**

*

*

*

*11

ブレーキパッドの摩耗の点検

33ぺージ (ブレーキ液- 注意事項)、 34ぺー
ジ ( ディスクブレーキ ) 、 57 ぺージ ( メン
テナンス ) をよく読んでください。

重要事項 以下の説明は一つのブレー
キ系統についてですが、前後輪ともに共通
です。

初回は 1000 km (625 mi) 走行後、その後は
2000 km (1250 mi) 走行ごと、また走行前
には毎回、ブレーキパッドの摩耗を点検し
てください。 

ブレーキパッドの摩耗は使用状況、運転の
仕方、道路状態などによって変わります。

走行前には毎回、必ずブレーキパッドの摩
耗を点検してください。

ブレーキパッドの摩耗を簡単に点検する
には：

◆ スタンドに車両を配置します。55 ぺージ
( スタンドの立て方 ) 参照

◆ ブレーキキャリパーとパッドの間を覗
いて摩擦面を目視点検します：

-フロントブレーキキャリパー (1) の場合
は、前方の下から。

-リアブレーキキャリパー (2) の後方の上
から。

パッドの摩耗が進むと、パッドを支えてい
る金属部分がディスクに触れ、金属音、
キャリパーから火花が出、ブレーキ効果、
安全性をも保てなくなります。

た
パ
厚
耗
て

交
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調整の必要がある場合：

火傷するおそれがあります。

車体には熱くなった部分があります ( 例：
エキゾーストパイプ、 エキゾーストパイプ
カバー）。

作業手袋で保護してください。

いかなる場合も エキゾーストパイプ カ
バーに寄りかからぬよう注意して作業し
てください。

◆ シートを取り外します。
27 ぺージ ( シートロックの掛け方・外し
方 ) 参照。

◆ アジャスタースクリュー(1) を回します。

- 締めると ( 時計回り )、回転数は増加しま
す。

- 緩めると（反時計回り）回転数が減りま
す。

◆ 調節終了後、スロトッルグリップを数回
動かし正しく機能するか、また安定した
アイドリング回転数が得られているか
確認します。
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アイドリングの調整

57 ぺージ ( メンテナンス ) をよく読んでく
ださい。

重要事項 エンジンが通常作動温度に
達しない場合は、アイドリング回転数が適
正でないことがありますが、これは正常で
す。 作動温度に達すると、通常のアイドリ
ング回転数に戻ります。

エンジンのアイドリング回転数を適正に
点検するには以下の手順に従ってくださ
い：

◆ 通常作動温度に達するまで数キロ走行
します。
16 ぺージ ( 冷却液温度「ºC/ºF」) “ ”
参照。

◆ シフトペダルをニュートラルにします
( グリーンのインジケーター " " 点灯 )。

◆ タコメーターでエンジン回転速度を確
認します。

回転速度は約 1500 ± 100 (rpm) でなくて
はなりません。

アイドリング回転数が指定範囲内の場合
は、それを変更しないでください。

アイドリング回転数に異常がある場合は、
aprilia 社オフィシャルディーラーにご連
絡ください。

アイドリング回転数を過度に増加させる
とエンジン機能に不具合が生じたり、エン
ジン、そのほかの部品を損傷する場合があ
ります。

調整は、本当に必要がある場合（スロット
ルを放すとエンジンが停止する、または既
定回転数を超える場合）、もしくは aprilia
社オフィシャルディーラーに車両を持ち
込むのが不可能な場合に限られます。

1

1
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スロットルグリップの調整

57 ぺージ ( メンテナンス ) をよく読んでく
ださい。

初回は 1000 km (625 mi) 走行後、その後は
10000 km (6250 mi) 走行ごとに、スロット
ルグリップの点検を aprilia 社オフィシャ
ルディーラーに依頼してください。

スロットルグリップの遊びはグリップの
縁で測定して 2 ～ 3 mm が適当です。 

そうでない場合は次の手順で補充してく
ださい：

◆ スタンドに車両を配置します。55 ぺージ
( スタンドの立て方 ) 参照

◆ 保護ラバー (1) を抜き取ります。
◆ ロックナット (2) を緩めます。
◆ 遊びが適切になるよう、アジャスター(3)
を回して調整します。

◆ 調整後、ロックナット (2) を締め、再度遊
びを点検します。

◆ 保護ラバー (1) を元どおりかぶせます。

遊びを調整した後は、どのハンドル切れ角
においてもアイドリング回転数が常に一
定であること、また、スロットルグリップ
は手を放すとスムーズに定位置に戻るこ
とを確認してください。

132
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スパークプラグの取り外しと清掃：

各部名称

- 中央電極 (3)、
- 絶縁碍子 (4)、
- サイド電極 (5)。
◆ スパークプラグの電極と絶縁碍子に
カーボンや錆が付着していないか確認
し、必要な場合は圧縮空気を使って清掃
してください。

絶縁碍子がひび割れていたり、電極が錆び
ていたり、カーボンが異常に多く付着して
いる場合、または中央電極 (3) の先端 (6) が
丸まっている場合は、スパークプラグを交
換してください。
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スパークプラグ

57 ぺージ ( メンテナンス ) をよく読んでく
ださい。

スパークプラグは 10000 km (6250 mi) 走
行ごとに点検し、また、20000 km (12500
mi) 走行ごとに交換してください。

それ以外にも定期的にスパークプラグを
取り外して付着したカーボンなどを取り
除き、必要な場合は交換してください。

スパークプラグを取り扱うには :

火傷の危険がありますので、以下の作業は
エンジンおよびサイレンサーが常温に
戻ってから行なってください。

取り外しには：

◆ スパークプラグ (2)からキャップ (1)を取
り外します。

◆ スパークプラグ基部の汚れを全て取り
除きます。

◆ ツールキットにあるプラグレンチをス
パークプラグにかぶせます。

◆ スパークプラグを回して緩め、取り出し
ます。このときシリンダー内に埃や異物
が入らないように注意してください。

1

2



ペット (1) がスパークプラグ (2) に正し
接続されているか確認します。 正しく接
されていないと、エンジンの振動でピ
ットが外れ、エンジンを損傷します。

チッと音がするまでピペット (1) をス
ークプラグ (2) を挿入します。

1

2

Pegaso650IE-J.book  Page 76  Thursday, September 28, 2006  5:06 PM
76 取り扱い＋維持管理ブック  Pegaso 650 I.E. STRADA - TRAIL

スパークプラグの交換の際はネジ山の
ピッチと長さを確認してください。 
ネジ山の部分が短すぎると、余った部分に
カーボンが付着し、次に正しいスパークプ
ラグを取り付けた際にエンジンを損傷す
るおそれがあります。 
必ず推奨スパークプラグのみを使用して
ください。90 ぺージ ( テクニカルデータ )
参照。それ以外のスパークプラグではエン
ジンの性能が損なわれたり寿命が短く
なったりします。 
◆ 電極間の距離を測ります。
電極間の距離が0.7 – 0.8 mmの範囲内に
ない場合は、注意深く中央電極を折り曲
げて調整します。

◆ ワッシャー (7) の状態も点検してくださ
い。

取り付け方法：

◆ ワッシャー (7) を取り付け、ネジ山をい
ためないよう注意深くスパークプラグ
を手でねじ込んでください。

◆ 最後に、ツールキットにあるプラグレン
チで 1/2 回転させワッシャーを押さえつ
けます。

スパークプラグの締め付けトルク :
20Nm(2.0kgm) 

スパークプラグがしっかり締められてい
ないと、エンジンがオーバーヒートして重
大な損傷を受けることがあります。

ピ
く
続
ペ

◆ カ
パ

0,70,7 — 0,8 mm0,8 mm
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バッテリー

57 ぺージ ( メンテナンス ) をよく読んでく
ださい。

火災の危険があります。

電装構成部品には、燃料及びその他の引火
物を近づけないで下さい。

バッテリーは爆発性ガスを生ずるので、火
花、タバコなど加熱物は遠ざけてくださ
い。

バッテリー充電中や使用中は周囲の換気
に注意し、充電中に発生するガスを吸わな
いように気をつけてください。

子供の手の届かない場所に保管してくだ
さい。

バッテリーケーブルの極性を決して逆に
しないでください。

部品を損傷する危険がありますので、バッ
テリーの取り付け及び取り外しは、イグ
ニッションスイッチを " " の位置にして
行ってください。

バッテリーケーブルを接続するときは (+)
を先に、( － ) を後に接続します。
ケーブルを外すときは逆の順序で外しま
す。
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ターミナルおよび電極の点検と清掃

77 ぺージ ( バッテリー) をよく読んでくだ
さい。

◆ イグニッションスイッチが " " の位置に
なっていることを確認します。

◆ シートを取り外します。
27 ぺージ ( シートロックの掛け方・外し
方 ) 参照。

◆ バッテリーケーブルのターミナル (1) お
よびバッテリーの電極 (2) について次の
点を確認してください：
- 損傷などがなく良好状態であること、
また、錆や付着物がないこと。

- 中性グリースまたはワセリンで保護さ
れていること。

清掃が必要な場合は：

◆ バッテリーを取り外します。
79ぺージ (バッテリーの取り外し )参照。

◆ 金属ブラシを使って、ケーブルのターミ
ナル (1)およびバッテリー電極 (2)に付着
した錆などをよく落とします。

◆ バッテリーを取り付けます。
80ぺージ (バッテリーの取り付け )参照。

◆ シートを取り付けます。27 ぺージ ( シー
トロックの掛け方・外し方 ) 参照。

1 1

1 2 2
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再取り付けの際は、先ず (+)、続いて ( － )
の順にバッテリーケーブルを接続します。

重要事項 バッテリーの取り付けに関
しては、80 ぺージ ( バッテリーの取り付け )
を参照してください。
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バッテリーの取り外し

77 ぺージ ( バッテリー) をよく読んでくだ
さい。

◆ イグニッションスイッチが" " の位置に
なっていることを確認します。

◆ シートを取り外します。
27 ぺージ ( シートロックの掛け方・外し
方 ) 参照。

◆ ネジ (1) を回して取り外します。
◆ バッテリーカバー (2) を外します。
◆ ( － ) 電極のネジ (3) を回して取り外しま
す。

◆ マイナス側ケーブル (4) を横方向へずら
します。

◆ (+) 電極のネジ (5) を回して取り外しま
す。

◆ プラス側ケーブル (6) を横方向へずらし
て外します。

◆ ヒューズケース (7) とスターターリレー
(8) を取り付け位置から抜き取り、横に
ずらしておきます。

配線ケーブルを引っ張らないよう注意し
てください。

◆ バッテリー(9) をしっかりと支えながら、
外側に向けて持ち上げるようにして取
り外します。

取り出したバッテリーは安全で子供の手
の届かない場所に保管してください。

◆ 涼しく乾いた場所で、平らな台の上に
バッテリーを置きます。

◆ シートを取り付けます。
27 ぺージ ( シートロックの掛け方・外し
方 ) 参照。

6

5 3

4

1 3
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り付けの際は、先ず (+)、続いて ( － )
にバッテリーケーブルを接続します。

ラス側ケーブルを (+) 電極に接続しネ
(2) を締めます。
イナス側ケーブルを(－)電極に接続し
ジ (3) を締めます。

テリーを取り付ける際は、硫酸の蒸気
け、電気システム、塗装部、ゴム製部
ガスケットなどを腐食させないため
バッテリーブリーザーを必ず接続して
さい。

ッテリーカバー (4) を取り付けます。
ジ (5) を締めます。
ートを取り付けます。 27 ぺージ ( シー
ロックの掛け方・外し方 ) 参照。

2 3
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バッテリーの充電

77 ぺージ ( バッテリー) をよく読んでくだ
さい。

◆ バッテリーを取り外します。
79ぺージ (バッテリーの取り外し )参照。

◆ MF バッテリー用の充電器を準備してく
ださい。

◆ 充電方法を選択します。

重要事項 アンペア数が 1/10A の充電
器を使用してください。

◆ バッテリーを充電器に接続します。

バッテリー充電中や使用中は周囲の換気
に注意し、充電中に発生するガスを吸わな
いように気をつけてください。

◆ 充電器を点けます。

充電後もしばらくの間ガスが発生し続け
ますので、バッテリーは充電器から取り外
した後 5 ～ 10 分程度待ってから取り付け
てください。

バッテリーの取り付け

77 ぺージ ( バッテリー) をよく読んでくだ
さい。

◆ イグニッションスイッチが " " の位置に
なっていることを確認します。

◆ シートを取り外します。 27 ぺージ ( シー
トロックの掛け方・外し方 ) 参照。

重要事項 バッテリー (1) は、それぞれ
の端子を車体の外側に向けて、設置して下
さい。

◆ バッテリー (1) を車体に戻します。

再取
の順

◆ プ
ジ

◆ マ
ネ

バッ
を避
品、
に、
くだ

◆ バ
◆ ネ
◆ シ
ト

5

4

1
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◆ スイッチに汚れや泥が付着していない
か点検します。ピンが干渉なしに動き、
自動的に出発点に戻ることを確認しま
す。

◆ ケーブルが正しく接続されているか確
認してください。

◆ スプリング (5) に損傷、摩耗、劣化などが
ないか点検してください。

4

3 5
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バッテリーを長期間使用しない時

バッテリーを 15 日間以上使用していない
場合、硫化を防ぐために、再充電が必要で
す。80 ぺージ ( バッテリーの充電 ) 参照。

◆ バッテリーを外し、涼しく、乾燥した場
所に保管してください。 79 ぺージ ( バッ
テリーの取り外し ) 参照。 

特に冬期や長期間使用しない場合には、
バッテリーの劣化を防ぐため定期的に ( 毎
月 1 回程度 ) バッテリーの充電状態を点検
し充電してください。
◆ ゆっくりな充電法で完全に再充電して
ください。80ぺージ (バッテリーの充電 )

車両に搭載したままの場合は、バッテリー
ケーブルを電極から外してください。 

スイッチ類の点検

57 ぺージ ( メンテナンス ) をよく読んでく
ださい。

この車両には次の4つのスイッチが付いて
います：

1) リアブレーキペダル上のストップライ
ト・スイッチ

2) フロントブレーキレバー上のストップ
ライト・スイッチ

3) サイドスタンド上の安全スイッチ
4) クラッチレバー上のスイッチ

5

1 2



ューズの配置

ヒューズ 20 A ( イエロー)- バッテリー
から以下へ：
イグニッションスイッチ、電圧レギュ
レーター、電動冷却ファン。

ヒューズ 15A ( ブルー) - イグニッショ
ンスイッチから以下へ：
全ライト類。

ヒューズ 7.5A (レッド) -イグニッショ
ンスイッチから以下へ：
イグニッション、スターターセーフ
ティロジック。

要事項 3個の予備ヒューズが付いて
ます。

7.
5

15 20

C AB
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ヒューズの交換

57 ぺージ ( メンテナンス ) をよく読んでく
ださい。

欠陥のあるヒューズを修理して使わない
で下さい。

規格に合ったヒューズ以外は決して使わ
ないでください。
ショートした場合には電気系統に損傷を
与えるだけでなく火災の危険もあります。

重要事項 ヒューズが頻繁に切れる場
合は電気系統がショートしているか、過負
荷になっている箇所があると考えられま
す。

この場合は、apri l ia 社オフィシャル
ディーラーに相談してください。
電気部品が作動しなかったり、作動が不規
則な場合、またはエンジンの始動ができな
い場合などは各ヒューズを点検してくだ
さい。 

エンジンオイルの点検は次の手順で行
なってください：

◆ 思いがけないショートを避けるため、イ
グニッションスイッチを " "の位置に回
します。

◆ シートを取り外します。
27 ぺージ ( シートロックの掛け方・外し
方 ) 参照。

◆ ヒューズを一つずつ取り出し、フィラメ
ントが切れていないか点検します (1)。

◆ 切れたヒューズを交換する前に、できる
だけ切れた原因を調べてください。

◆ ヒューズが切れている場合は同じ電流
容量の新しいヒューズに交換します。

重要事項 交換にスペアヒューズを使
用した場合は、新品の同じヒューズを必ず
その場所に補充しておいてください。

ヒ

A)

B)

C)

重
い
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インストルメントパネルの照明

aprilia 社オフィシャルディーラーアシス
タンスサービスや技術的アドバイスが必
要な場合は、お気軽に にご相談ください。
適切で迅速なサービスをお約束します。
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ヘッドランプの垂直光軸調整

重要事項 車体を使用する国の現行の
法規定に従って、ヘッドランプ調整には特
定の作業を行って下さい。

ヘッドランプ光軸の調整方法：

◆ スタンドに車両を配置します。55 ぺージ
( スタンドの立て方 ) 参照。

◆ フロントフェアリングの下部から手を
入れて、ノブ (1) を回します。

時計方向に回すと、光線は上がります。

反時計方向に回すと、光線は下がります。

調整が終わったら：

上下方向の光軸を確認してください。

1



ッドランプ電球の交換

ぺージ ( 電球 ) をよく読んでください。

ッドランプには以下の電球が取り付け
れます。

ハイビーム電球 1 個 (1) ( 下部 )
パーキングライト電球1個(2) (左側中央)
ロービーム電球 3 個 (1) ( 上部 )

換の手順 :

タンドに車両を配置します。55 ぺージ
スタンドの立て方 ) 参照。

要事項 交換する電球の側から作業
行ってください。

3

2

1
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電球

57 ぺージ ( メンテナンス ) をよく読んでく
ださい。

火災の危険があります。

電装構成部品には、燃料及びその他の引火
物を近づけないで下さい。

電球を交換する前にイグニッションス
イッチが" " の位置に来ていることを確認
し、数分間待って電球を冷まします。

きれいな手袋をはめるか、きれいな乾いた
布で電球を持つようにしてください。
電球の過熱や破裂の原因となりますので、
電球を指紋などで汚さないでください。
損傷を避けるために、電球を素手で触った
場合には、アルコールを使い指紋などの汚
れをふき取ってください。

配線ケーブルを引っ張らないよう注意し
てください。

重要事項 電球を交換する前に、ヒュー
ズ点検を行ってください。
82 ぺージ ( ヒューズの交換 )。
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3 8

7

ロービーム電球

◆ ロービーム電球ユニット (7) を反時計方
向に回します。

◆ 電球の接続部(8)を引き、電球(3)から外し
ます。

◆ 電球 (3)を外し、同じ種類の電球と交換し
ます。
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ハイビーム電球

◆ ハイビーム電球ユニット (4) を反時計方
向に回します。

◆ 電球の接続部 (5) を引き、電球 (1) から外
します。

◆ 電球（1）を外し、同じ種類の電球と交
換します。

重要事項 取り付け位置を合わせて電
球をソケットに挿入します。

パーキングライト電球の交換

電球のソケットを取り出す際に配線ケー
ブルを引っ張らないよう注意してくださ
い。

◆ パーキングライトのソケット (6) を掴ん
で抜き取ります。

◆ 電球 (2)を外し、同じ種類の電球と交換し
ます。

6

21 514



掃

のような特殊な地域や条件下で車両を
用した場合は頻繁に清掃を行なってく
さい：

環境汚染地域 ( 市街地、工場地区 )。
塩分や湿気の多い環境 ( 海岸、高温多湿
風土）
環境、季節に応じた特殊条件 ( 冬季は道
路に塩や凍結防止剤が撒かれた場合な
ど )
車両に溜まった埃や車のタール、虫、鳥
の糞などをそのままにしておかないで
ください。
木の下には駐車しないでください。季節
によっては車に落ちる樹脂、木の実、葉
などに含まれる物質で塗装を傷めるこ
とがあります。
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ナンバープレートランプ電球の交換

84 ぺージ ( 電球 ) をよく読んでください。

交換の手順 :
◆ スタンドに車両を配置します。55 ぺージ

( スタンドの立て方 ) 参照。
◆ ネジ (1) をゆるめて取り外します。
◆ ライトユニット (2) を取り外します。

ソケットを外す時に、電線を引っ張らない
ように注意してください。

◆ ソケット (3)を引きながら取り出します。
◆ 電球 (4)を外し、同じ種類の電球と交換し
ます。

輸送の際の注意事項

重要事項 車両輸送の際は、垂直の体勢
を保つようにしっかりと固定されなけれ
ばいけません。燃料、オイル、冷却液の漏
れを防ぐために、ギアは 1 速に入れておい
てください。

故障した場合は、自分で車両を引こうとせ
ず、専門の業者に助けを呼んでください。

清
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ライト類の洗浄は、中性洗剤及び水を含ま
せたスポンジで表面を丁寧にこすり、水で
充分にすすいで下さい。

シリコンワックスで磨き上げるときは、よ
く洗車、乾燥した後にしてください。 

マットカラーの塗装を研磨性のペースト
で磨かないでください。

夏の日光下での洗車を行わないでくださ
い。洗い流す前にシャンプーが乾いてしま
い、塗装部分に損害をきたす可能性があり
ます。

車体のプラスチック部品の清掃には、40 。
C を超える液体は使用しないでください。 
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洗車後はブレーキシステムの摩擦面に
残った水分により、ブレーキの効きが悪く
なることがあります。 

事故防止のために早めにブレーキをかけ
るようにしてください。 

ブレーキを通常の作動状態に戻すには、何
度もブレーキを制動させます。

事前チェックを行って下さい。
47 ぺージ ( 走行前の点検 ) 参照。

塗装面に付着した埃や泥を落とすには、弱
い圧力で水を噴射して汚れた部分を充分
に濡らした後、水で薄めた洗剤 ( 水の 2 ～
4 ％) に洗車用の柔らかいスポンジを浸し
て泥や汚れを拭き取ります。
その後、よく水をかけ、水分をスエード革
で拭き取ります。 
エンジンの表面の掃除は、脱脂液、筆や布
を使用して行います。



射日光の当たらない、涼しく乾燥した
度変化の少ない場所に保管してくだ
い。

要事項 作業用フロントスタンド
 および作業用リアスタンド  を使っ

両輪を地面から浮かせます。

両を専用のフロントスタンドに載せ
す。67 ぺージ ( 作業用フロントスタン
使用法 ) 参照。
気が入らないようにサイレンサーの
キゾーストターミナルにプラスチッ
の袋をかぶせ、縛ります。
体にカバーをかけてください。プラス
ックや防水性の材質の物は避けてく
さい。
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次の部分に高圧ウォータージェット、エ
アージェット、蒸気ジェットなどを使わな
いでください：車輪ハブ、両ハンドル上の
コントロールユニット、べアリング、ブ
レーキポンプ、計器とインジケーター、サ
イレンサー、小物入れ／ツールキット、イ
グニッションスイッチ / ステアリングロッ
ク、ラジエーター、燃料タンクのキャップ、
ライト系、電源類。

ゴム、プラスチックの部分、シートを洗う
時には、アルコールや石油、その他の溶剤
を使用せず、中性洗剤と水のみを使用して
ください。

シートにワックスは塗布しないでくださ
い。 滑って危険です。

長期間の未使用

長期間使用の予定がない場合は、トラブル
を避けるためにいくつかの注意が必要で
す。

長期間使用しない場合は、車両を車庫にし
まう前に、必ず、修理や主要チェックを
行ってください。後になると忘れてしまう
可能性もあります

次の作業を行なってください：

◆ バッテリーを取り外します。
79 ぺージ ( バッテリーの取り外し )、81
ぺージ ( バッテリーを長期間使用しない
時 ) 参照。

◆ 車両を洗車し、乾かします。
86 ぺージ ( 清掃 ) 参照。

◆ 塗装面をワックスで磨きます。
◆ タイヤに空気を入れます。40 ぺージ ( タ
イヤ ) 参照。

◆ 直
温
さ

重

て

◆ 車
ま
ド

◆ 湿
エ
ク

◆ 車
チ
だ
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長期間使用しなかった後は :

重要事項 プラスチックの袋をサイレ
ンサーから取り外します。

◆ カバーを外し車両を清掃します。86 ぺー
ジ ( 清掃 ) 参照。

◆ バッテリーの充電状態を点検します。80
ぺージ ( バッテリーの充電 ) 参照。バッ
テリーを取り付けます。80 ぺージ ( バッ
テリーの取り付け ) 参照。

◆ 燃料をタンクに注入します。
31 ぺージ ( 燃料 ) 参照。

◆ 事前チェックを行って下さい。
47 ぺージ ( 走行前の点検 ) 参照。

交通量の少ない場所であまりスピードを
上げずに、数キロ程度試験走行を行なって
ください。



ク、4 バルブ、オーバーヘッドカムシャ

ハンドルバー上

式

左側のシフトペダルによる切替え

³ – オイルとフィルター交換の場合は

、スプリングを装着せずフォークレッ

ルグリコール不凍液 50%)
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テクニカルデータ

寸法 車体最長 Strada / Trail ....................................... 2173 mm / 2232 mm

最大車体幅 Strada / Trail .................................... 810 mm / 820 mm

車高最大 ( フロントフェアリングまで ) Strada /
Trail .................................................................... 1150 mm / 1180 mm

シート高 Strada / Trail ....................................... 780 mm / 810 mm

ホイールベース ( 軸距 ) Strada / Trail ................ 1490 mm / 1510 mm

地面からの最低車高 Strada / Trail ..................... 200 mm / 230 mm

車体重量 ( 燃料抜き ) Strada / Trail .................... 179 kg / 183 kg

エンジン モデル ................................... MY660

タイプ ...................................
シングルシリンダー、4 ストロー
フト 1 本

シリンダー数 ............................. 1
総排気量 ................................. 660 cm³

ボア／ストローク ......................... 100 mm / 84 mm

圧縮比 ................................... 10 ± 0.5 : 1
エンジンの始動 ........................... 電動式

。アイドリング回転数 ..................... 1500 ± 100 回転 / 分 (rpm)
クラッチ ................................. 湿式多板式、コントロールは左

潤滑システム ............................. ドライパン、別体オイルタンク

エアフィルター ........................... ドライカートリッジフィルター

冷却方式 ................................. 水冷

ギア タイプ ................................... メカニカル 5 段変速、エンジン

容量 燃料 ( リザーブも含む ) ..................................... 15 ± 0.5 b
リザーブ燃料 ............................. 3 b 約

エンジンオイル ...........................
オイル交換の場合は 2500 cm
2700 cm³

Strada バージョンのフォーク用オイル....... エア 105 mm ( 各フォークレッグ
グを圧縮した状態で測定）

 Trail バージョンのフォーク用オイル ........ フォークレッグごとに 570 cm3

冷却液 ................................... 冷却液 1.2 ﾘｯﾄﾙ ( 水 50% + エチ



91維持管理ブック  Pegaso 650 I.E. STRADA - TRAIL

ジャー、荷物、フールド類 )

ータル比
278
30
28
56
00
リンク

いた最低オクタン価 95 (N.O.R.M.) 及び
のみ使用してください。

り外し可能。

5 mm

圧式モノショックアブソーバー。

圧式トランスミッション 
トランスミッション

R 17 56W – 120/65 R 17 56H
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シート ................................... 2
最大積載量 ....................................................... 210 kg ( ライダー、パッセン

変速比

1 次　2 次 最終 　ト
1ª 36/75 = 1 : 2.083 12/30 = 1 : 2.500 15/44 = 1 : 2.933 15.
2ª 16/26 = 1 : 1.625 9.9
3ª 20/23 = 1 : 1.150 7.0
4ª 22/20 = 1 : 0.909 5.5
5ª 26/20 = 1 : 0.769 4.7

ドライブチェーン タイプ ................................... 接合リンクなし、シールド式

燃料供給システム
タイプ ................................... 電子制御燃料噴射

スロットルボディ ......................... Ø 45.5 mm

補給 燃料 .....................................
燃料は DIN 51 607  に基づ
85(N.O.M.M.) の無鉛ガソリン

フレーム タイプ ................................... スチール構造、シート架台取

サスペンション フロント ................................. 油圧式、フォークレッグ Ø 4
トラベル Strada / Trail....................................... 140 mm / 170 mm

リア ..................................... スイングアーム、調整可能油

ホイールトラベル Strada / Trail ........................ 130 mm / 170 mm

ブレーキ フロント Strada / Trail....................................... ディスク - Ø 320 /300 mm- 油

リア ..................................... ディスク - Ø 240 mm- 油圧式

ホイールリム タイプ Strada / Trail .......................................... 軽合金 / スポーク

フロント Strada / Trail....................................... 3.5 x 17” / 2.15 x 19”
リア Strada / Trail .............................................. 4.5 x 17” / 3.00 x 17”

タイヤ フロント Strada ................................................ 110/70 ZR 17 54W

そのほか Strada 110/70 R 17 54H – 120/65 Z

フロント Trail .................................................... 100/90 M/C 19 57H

ライダーのみ乗車時の空気圧 Strada / Trail 1.8 / 1.9

ライダー＋パッセンジャー乗車時の空気圧
Strada / Trail 1.9 / 1.9



 17 66W – 150/60 R 17 66H

)

Pegaso650IE-J.book  Page 92  Thursday, September 28, 2006  5:06 PM
92 取り扱い＋維持管理ブック  Pegaso 650 I.E. STRADA - TRAIL

タイヤ リア Strada ........................................................ 160/60 ZR 17 69W

そのほか Strada 160/60 R 17 69H – 150/60 ZR

リア Trail ............................................................ 130/80 M/C R 17 65H

そのほか Trail 140/80 M/C R 17 69H

ライダーのみ乗車時の空気圧 Strada / Trail 2.0 / 2.1

ライダー＋パッセンジャー乗車時の
空気圧 Strada / Trail 2.2 / 2.3

イグニッション タイプ ................................... DENSO －誘導放電

スパークプラグ スタンダード ............................. NGK CR7E
スパークプラグ電極間距離 ................. 0.7 – 0.8 mm
抵抗 ..................................... 5 kΩ

電装システム
バッテリー ............................... 12 V - 12 Ah
ヒューズ ............................................................ 7.5 A – 15 A – 20 A

ジェネレーター ( 永久磁石 ) .............................. 12V - 290W

電球 ロービーム ........................................................ 12V - 55W

ハイビーム ........................................................ 12V - 60W

フロントパーキングライト ................. 12V - 5W

ターンインジケーターライト ............... マイクロランプ ( 交換不可能

ストップライト／リアパーキングライト LED
ナンバープレートランプ ................... 12V - 5W
タコメーター照明 ......................... LED

警告灯 ニュートラルギア ......................... LED
ターンインジケーター ..................... LED
リザーブ燃料 ............................. LED
ハイビーム ............................... LED
警告ランプ ............................... LED
サイドスタンド ........................... LED
ABS.................................................................... LED
スロットルグリップ暖房 ................... LED
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用しても差し支えありません。

スします。

格の違うオイルを混ぜないでください。

してください。
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指定油脂類表

エンジンオイル ( 推奨 ):  TEC 4T SAE 15W - 50

上記推奨品以外でも、CCMC G-4 規格、A.P.I. SG 規格と同等以上の品質のメーカー品オイルを使

フォークオイル ( 推奨 ):  5W または  20W

または  5W と  20W、それぞれの中間の物を使用したい場合は下記に従いミック

SAE 10W =  5W ( 容量の ) 67% +  20W ( 容量の ) 33%

SAE 15W =  5W ( 容量の ) 33% +  20W ( 容量の ) 67% 

ベアリングとその他部品潤滑油 ( 推奨 ):  GREASE 30

推奨以外のものを使用する場合は、ベアリング用の

高品質グリースを使用し、作業温度範囲が 30 ℃．．．+140 ℃、

滴点が 150 ℃．．．230 ℃、腐食防止率が高く、水と酸化に強い物を選んでください。

バッテリーの極端の防御：中性グリースまたはワセリン

チェーン用スプレーグリース ( 推奨 ):  CHAIN LUBE

ブレーキオイルは必ず新しいものを使用して ください。 メーカーの違うブレーキオイルや規

ブレーキ液 ( 推奨 ):  BRAKE 5.1、 DOT 4 ( DOT 5 でも可 )

不凍液と防食剤は亜硝酸塩を含まないもので、少なくとも -35 ℃までは機能するものを使用

エンジン冷却液 ( 推奨 ):  COOL
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電気配線図 - Pegaso 650 I.E.
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配線ケーブルの色分け

Ar  オレンジ
Az  水色
B  青
Bi  白
G  黄
Gr グレー
M 茶色
N 黒
R 赤
Ro ピンク
V 緑
Vi 紫
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配線図凡例 - Pegaso 650 I.E.

1) マルチコネクター
2) ニュートラルランプスイッチ
3) クラッチスイッチ
4) 転倒センサー
5) サイドスタンドスイッチ
6) スピードセンサー
7) インストルメントパネル
8) ライトリレー
9) -----
10) ホーン 
11) 左ディマースイッチ
12) 右ディマースイッチ
13) ハザードスイッチ・バックライティン

グ
14) リア左ターンインジケーター
15) テールランプ
16) ナンバープレートランプ
17) リア右ターンインジケーター
18) ---
19) リア・ストップライトスイッチ
20) フロント・ストップライトスイッチ
21) 電動ロック
22) インモビライザーアンテナ
23) キースイッチ
24) ファン
25) ファンリレー
26) インジェクションリレー
27) スターターリレー
28) スターターモーター
29) ヒューズ 
30) バッテリー 
31) 電圧レギュレーター
32) ジェネレーター
33) ピックアップ
34) 燃料ポンプ

35) 燃料レベルセンサー
36) センサーマップ
37) 補助エア
38) インジェクター
39) スロットルポジションセンサー (TPS)
40) 水温センサー
41) 気温センサー
42) スパークプラグ 
43) イグニッションコイル
44) コントロールユニット CPU
45) フロント右ターンインジケーター
46) ロービーム電球
47) パーキングライト電球
48) ハイビーム電球
49) ヘッドランプ
50) フロント左ターンインジケーター
51) 自動診断コネクタ
52) ダイオード
53) ダイオード・モジュール
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数 様のニーズにお答えできる技術者を揃
え

車 して aprilia オリジナルパーツの使用
は

最 ージ、または aprilia 社オフィシャルサ
イ

a る部品であることが保証されています。
a ています。

本 の事項をお守りいただくようお願い申
し

環
- 必
- 他
- 自
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正規ディーラーおよびサービスセンター

サービスレベル保証 

や技術者育成システムにより、全ての aprilia 製品のメンテナンス・補修など、お客
ます。

頼性は、その機械的な条件にも依存します。 事前チェック、定期的なメンテナンス、 そ
に安全なライディングを楽しんで頂くための基本となります。

rilia オフィシャルディーラーまたはサービスセンターに関する情報は、イエローペ
載の地図を参照してください：

www.aprilia.com

リジナルパーツであれば、設計段階から品質・機能が å、究、テストされた信頼のおけ
リジナルパーツは、信頼性、耐久性を保証するために、計画的な品質検査が実施され

選んで頂いたお客様に Piaggio & C. S.p.A. は心からの感謝を申し上げると共に、以下
す。

を防ぐために、オイル、燃料、その他の有害物を無断に廃棄しないでください。
外はエンジンを停める事を心がけてください。
惑となる騒音は避けるようにしましょう。
保護に心がけましょう。
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